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令
和
７
年
度
予
算
決
ま
る

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
と
し

て
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
住
民
生
活
や
事
業
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
政
府
に
お
い
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
の
給
付
金
と
、
18
歳

以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
子
育
て
世
帯

に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
の

給
付
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
た

め
、
事
業
実
施
に
係
る
経
費
と
、
住

民
１
人
あ
た
り
５
千
円
の
物
価
高
騰

地
域
振
興
券
を
発
行
す
る
経
費
、
学

校
給
食
費
等
を
１
月
か
ら
３
月
ま
で

免
除
す
る
に
あ
た
り
、
学
校
給
食
事

業
費
特
別
会
計
繰
出
金
と
、
水
道
料

金
に
つ
い
て
公
共
施
設
を
除
く
家
庭

向
け
と
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
の
12
月
か
ら
３
月
の
４
か
月
分

の
基
本
料
金
免
除
分
を
補
填
す
る
た

め
簡
易
水
道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金

の
補
正
で
あ
り
、
年
度
内
執
行
を
行

う
た
め
、
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で

す
。

◆�

東
吉
野
村
学
校
給
食
事
業
費
特
別

会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
学
校
給
食

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

令
和
７
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会

が
、
３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
11

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
制

定
や
一
部
改
正
、
令
和
７
年
度
の
一

般
会
計
・
各
種
特
別
会
計
の
当
初
予

算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

委
員
の
亀
内
俊
一
氏
の
任
期
が
令

和
７
年
６
月
13
日
を
も
っ
て
満
了
す

る
の
で
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会
委

員
と
し
て
再
任
す
る
も
の
で
す
。

◆�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
出

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の

任
期
が
４
月
12
日
を
も
っ
て
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
議
長
の
指
名
推
薦
に

よ
り
、
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
選
挙
管
理
委
員

　
　

住
本　

安
三

　
　

明
代　

三
郎

　
　

川
口　

武
士

　
　

立
住　

壽
國

号
）
は
、
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
る
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
給
食
費
の
減
免
を
行
う
に
あ
た
り
、

財
源
調
整
を
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
予

算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
物

価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

住
民
や
事
業
者
へ
、
水
道
料
金
の
負

担
軽
減
を
行
う
に
あ
た
り
、
財
源
調

整
す
る
も
の
で
す
。

◆�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

委
員
の
辻
井
豊
氏
の
任
期
が
令
和

７
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

た
め
、
後
任
と
し
て
平
松
隆
之
氏
を

推
薦
す
る
に
あ
た
り
、
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め

た
も
の
で
す
。

◆�

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

令
和
７
年
６
月
１
日
刑
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の

　
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

河
野　

環

　
　

新
子　

友
一

　
　

浅
井　

和
生

　
　

東　

永
子

	

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

専
決
処
分
報
告

◆�
東
吉
野
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

◆�

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

◆�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

◆�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正

　

令
和
６
年
度
人
事
院
勧
告
等
に
準

じ
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
年
内
支
給
の
関
係
で
専
決
処
分

を
し
た
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）は
、電
力
・
ガ
ス
・
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◆�

東
吉
野
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
６
年
６
月
に
成
立
、
公
布
さ

れ
た
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
に
よ
る
栄
養
士
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
児
童
福
祉
施
設
の
整
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
が
改
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係
法
令
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る

政
令
等
の
施
行
に
伴
い
、
水
道
法
施

行
令
及
び
水
道
法
施
行
規
則
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
布
設
工
事
監
督
者
及

び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
要
件
が

見
直
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
準
じ
て

資
格
要
件
を
見
直
す
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�
や
は
た
温
泉
条
例
の
一
部
改
正

◆�

た
か
す
み
の
里
条
例
の
一
部
改
正

　

温
泉
の
使
用
料
を
運
営
当
初
よ
り

改
定
し
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
人
件
費

及
び
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
り
指
定
管

理
料
に
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法

律
施
行
に
伴
い
、
懲
役
及
び
禁
固
が

廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
代
え
て
拘
禁

刑
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
吉

野
村
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
等

６
条
例
を
一
括
し
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◆�

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

令
和
６
年
度
人
事
院
勧
告
等
に
よ

り
一
般
職
員
と
同
様
、
地
域
手
当
に

つ
い
て
支
給
並
び
に
期
末
勤
勉
手
当

積
算
基
礎
額
に
加
え
る
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育

児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
対
象
条
文

が
変
わ
っ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◆�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

超
過
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
職

員
の
育
児
、
介
護
休
暇
の
対
象
と
な

ら
料
金
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

過
疎
化
及
び
産
業
、
就
業
構
造
の

変
化
等
に
よ
り
、
本
村
に
お
け
る
消

防
団
員
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
実
団
員
数
に
あ
わ
せ
条

例
定
数
を
見
直
し
、
１
２
０
名
か
ら

１
１
０
名
に
改
正
し
、
消
防
庁
長
官

よ
り
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
の

通
知
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
に

沿
っ
た
報
酬
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◆�

東
吉
野
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責

任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
６
年

12
月
27
日
に
公
布
さ
れ
、
消
防
団
に

お
け
る
シ
ニ
ア
層
の
活
動
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
基
金
又
は
指
定
法
人

が
市
町
村
に
支
払
う
消
防
団
員
退
職

報
償
金
の
区
分
に
新
た
に
「
35
年
以

上
」
の
区
分
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
金
額

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
公
安
職
俸
給
表
改
正
を
受
け
、

る
子
の
範
囲
を
３
歳
に
満
た
な
い
子

か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
子
ま
で
へ
の
範
囲
拡
大
や
、

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
等
に
つ
い

て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

所
得
判
定
基
準
を
改
正
す
る
こ
と
と

さ
れ
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

本
村
が
指
定
し
て
い
る
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
が
事
業
廃
止
に
よ
り
減

少
し
て
お
り
、
新
た
な
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
確
保
す
る
た
め
、
管
理

者
に
つ
い
て
は
主
任
介
護
支
援
専
門

員
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
管
理
者

を
主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
な
い

取
扱
い
と
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る

た
め
、
国
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
則
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。
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・�

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
及
び
防

災
・
安
全
交
付
金
事
業
費

	

△
１
０
１
５
万
４
千
円

・�

大
字
大
又
及
び
大
字
萩
原
、
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金

	

２
１
６
万
４
千
円

・�

消
火
栓
増
設
工
事

	

△
５
６
万
６
千
円

・�

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
に
係
る

経
費	

△
１
０
７
万
３
千
円

・�

国
支
出
金
返
納
金

	

△
２
５
万
４
千
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
２
５
億
８
７
４
３
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
予
算
を
補

正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
８
７
万
２
千
円
の
減
額
補
正

で
す
。

・�

出
産
育
児
一
時
金	

△
１
０
０
万
円

・�

納
付
金
（
医
療
給
付
費
分
、
一
般
被

保
険
者
医
療
給
付
費
分
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
分
、
一
般
被
保
険

者
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
）

	

５
０
万
８
千
円

・�
納
付
金
（
介
護
納
付
金
分
）

	

△
３
８
万
円

　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
２
億
５
８
９
６
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改

正
が
公
布
さ
れ
、
非
常
勤
消
防
団
員

等
に
対
す
る
損
害
補
償
に
か
か
る
補

償
基
礎
額
及
び
扶
養
に
係
る
補
償
基

礎
額
の
加
算
額
等
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◆�

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
６
４
５
９
万

８
千
円
の
減
額
補
正
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
基
金
へ
の

積
立
金	

△
４
０
万
円

・�

減
債
基
金
積
立
金

	

７
１
２
万
４
千
円

・�

心
の
ふ
れ
あ
い
集
い
基
金
積
立
金

	

２
０
万
円

・�

地
籍
調
査
関
係
経
費

	

△
１
０
５
０
万
５
千
円

・�

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
振
り
仮
名
対

応
事
務
委
託
料	

△
９
４
万
８
千
円

・�

吉
野
広
域
行
政
組
合
戸
籍
電
算
負

担
金	

△
２
３
０
万
８
千
円

・�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計

繰
出
金	

△
６
６
万
６
千
円

・�

高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
利
用
費

	

△
５
１
万
１
千
円

・�

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業
委
託
経
費

	

△
４
８
万
１
千
円

・�

地
域
生
活
支
援
事
業
費

	

△
３
９
万
６
千
円

◆�

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、

資
本
的
収
益
１
１
６
９
万
３
千
円
、

資
本
的
支
出
１
７
６
０
万
円
の
減
額

補
正
で
す
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�

大
字
大
豆
生
、
向
出
線
道
路
改
良

工
事
に
伴
う
水
道
管
移
設
経
費

	

△
１
５
３
６
万
７
千
円

・�

遠
隔
監
視
装
置
整
備
経
費

	

△
２
２
３
万
３
千
円

　

こ
の
補
正
で
同
会
計
の
資
本
的
支

出
の
予
算
総
額
は
９
４
１
４
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
７
年
度
当
初
予
算
を
議
決

　

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
と
し
て

一
般
会
計
２
７
億
６
９
７
９
万
３
千

円
を
は
じ
め
、
学
校
給
食
事
業
費
特
別

会
計
２
９
１
０
万
３
千
円
、
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
２
億
１
２
７

５
万
７
千
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計

４
億
９
５
９
１
万
４
千
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
５
８
２
７
万
１
千

円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
２
億
５
２
１

７
万
６
千
円
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

主
な
施
策
の
内
容
、
主
要
事
業
等

は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま

す
。

・�

児
童
手
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
造
委
託

料	

△
４
４
万
円

・�

児
童
手
当
費	

△
９
１
万
円

・�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
負
担
金

	

△
１
２
７
万
４
千
円

・�

各
種
健
診
委
託
料
、
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

金	

△
６
３
４
万
４
千
円

・�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
費

	

△
２
４
４
万
円

・�

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
負
担

金	

△
８
９
万
６
千
円

・�

宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

	

△
４
８
万
８
千
円

・�
有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補

助
金
、
農
産
物
生
産
奨
励
補
助
金

	

△
１
８
９
万
６
千
円

・�

有
害
獣
駆
除
報
償	

△
１
９
万
円

・�

混
交
林
誘
導
整
備
事
業
経
費

	

△
１
４
４
４
万
２
千
円

・�

村
産
材
生
産
促
進
事
業
補
助
金　
	

△
７
２
万
８
千
円

・�

山
村
振
興
事
業
費

	

△
７
９
４
万
７
千
円

・�

観
光
費
に
お
け
る
報
償
費
、
旅
費

及
び
負
担
金	

△
１
３
８
万
３
千
円

・�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
及

び
耐
震
改
修
補
助
金	

△
６
５
万
円

・�

現
場
業
務
作
業
員
の
報
酬
等
経
費

	

△
５
６
０
万
４
千
円

・�

村
道
危
険
立
木
伐
採
に
係
る
経
費

	

△
７
０
万
円

主
な
施
策
の
内
容
（
村
長
施
政
方
針
よ
り
）

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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令
和
７
年
度
予
算
編
成
で
は
、
賃
金
の
上
昇
・
物

価
高
騰
等
の
経
済
情
勢
に
対
応
し
つ
つ
、
引
き
続
き

財
政
の
健
全
性
に
配
慮
し
、
経
常
的
経
費
の
削
減
合

理
化
に
努
め
、
一
方
で
は
村
の
発
展
に
資
す
る
資
源

投
資
を
積
極
的
に
図
り
つ
つ
、
既
存
事
業
に
つ
い
て

は
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
見
直
し
と
工
夫
を
加
え
、

節
度
あ
る
財
政
運
営
を
行
い
東
吉
野
創
生
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
東
吉
野
村
基
本
構

想
や
東
吉
野
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
も
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
の

推
進
を
始
め
小
さ
な
道
の
駅
の
活
用
あ
る
い
は
小
川

の
ま
ち
の
再
生
と
い
っ
た
東
吉
野
創
生
施
策
の
中
核

と
な
る
事
業
を
推
進
し
、
過
疎
化
を
少
し
で
も
食
い

止
め
村
民
の
皆
様
の
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し

て
い
く
た
め
、
若
者
の
移
住
・
定
住
、
子
育
て
支
援

施
策
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
、
産
業
の
振
興
、

生
活
基
盤
や
福
祉
・
医
療
・
教
育
施
策
、
村
の
資
源

を
活
か
し
た
文
化
・
観
光
・
交
流
施
策
と
い
っ
た
重

要
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
施
策

に
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
内
容
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
視
点
の
も
と
新
規
施
策
も
積
極
果
敢
に
取
り

入
れ
て
、
さ
ら
な
る
村
の
発
展
・
躍
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

1 

都
市
と
の
往
来
と
移
住
を
進
め
る
村
づ
く
り

（
１
）移
住
・
定
住
の
促
進

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
若
者
が
本
村
に
移
住
定
住
し
て

活
躍
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
構
想
」を
推
進
し
、
若
者
移
住
・
定
住
の
拠
点

施
設「
オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
プ
東
吉
野
」も
開
設
か
ら
10

年
が
経
過
し
、
多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
利

用
者
の
中
か
ら
村
へ
の
移
住
者
も
増
え
一
定
の
成
果

が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
プ
東

吉
野
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、
利
用
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

拡
げ
て
い
た
だ
き
、
村
で
の
体
験
活
動
や
交
流
活
動

を
通
じ
て
今
後
も
多
く
の
若
者
の
本
村
へ
の
移
住
・

定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

若
者
の
移
住
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
住
宅

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
空
き

家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促
進
住
宅
や
移
住
体
験
住

宅
の
改
修
整
備
、
村
営
住
宅
の
新
築
に
よ
り
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長

様
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
空
き
家

登
録
も
増
え
34
戸
が
入
居
し
、
20
戸
程
度
の
ス
ト
ッ

ク
も
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
空
き
家
改
修
助
成
制
度

や
移
住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
・
各
種
相
談
に
応
じ

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
は
じ
め
移
住

し
や
す
い
環
境
を
充
実
し
、
本
村
へ
の
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
、
産
学
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
施
策
提
案
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
、

「
移
住
実
現
率
の
向
上
を
目
指
す
事
業
」に
つ
き
ま
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
に
つ
き
ま
し
て
は
、
放
置
す
れ
ば

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
や
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
空
き
家
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
東
吉
野
村
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、
所
有

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
身
体
、
生
命
、

財
産
を
保
護
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、
必
要

に
あ
わ
せ
て
空
き
家
等
の
利
活
用
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26

年
度
よ
り
取
り
組
み
、
11
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
22
名
の
若
者
を
迎
え
入
れ
、
現
在
、
物
作
り
、

芸
術
、
特
産
品
づ
く
り
、
情
報
発
信
等
を
通
じ
た
地

域
づ
く
り
と
い
っ
た
活
動
に
４
名
が
従
事
し
て
お
り
、

ま
た
、
集
落
支
援
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
名
が
従

事
し
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
協
力
隊
の
３
年
間
の
活

動
期
間
を
満
了
し
た
10
名
も
、
引
き
続
き
本
村
に
定

住
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
名
、
集
落
支
援
員
５
名
の

体
制
と
な
り
、
引
き
続
き
活
動
へ
の
支
援
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

東
京
圏
か
ら
村
に
移
住
し
た
者
に
定
額
の
移
住
支
援

金
を
交
付
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
空
家
バ
ン

ク
等
の
移
住
情
報
の
提
供
な
ど
、
移
住
を
希
望
す
る

人
が
本
村
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
受
入
支
援

や
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

（
２
）観
光
・
交
流
の
促
進

　

村
内
で
の
就
業
の
場
の
確
保
を
図
り
、
本
村
の
文

化
・
観
光
・
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
村
、

や
は
た
温
泉
、
た
か
す
み
の
里
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
３
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、リ
ピ
ー
タ
ー

を
中
心
に
一
定
の
利
用
者
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
般
の
賃
金
上
昇
・
燃
料
費
高
騰
等
の
経
済
情
勢
に

対
応
し
、
温
泉
入
湯
料（
村
民
以
外
の
方
の
み
）に
つ

き
ま
し
て
、
必
要
最
小
限
の
料
金
改
定
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
、
ふ
る
さ
と
村
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

等
に
お
い
て
、
エ
ア
コ
ン
を
新
た
に
整
備
し
利
用
者

の
快
適
性
や
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
環
境
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
設
備
の
更
新
や
施
設
の
改
修
を
計
画

的
に
実
施
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
奈
良
交

通
株
式
会
社
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
用
し
、

さ
ら
な
る
誘
客
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

か
つ
て
の
鮎
釣
り
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
村

漁
業
協
同
組
合
が
実
施
し
て
い
る
鮎
漁
業
の
振
興
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
と
し
て
応
分
の
助
成
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
こ
こ
数
年
来
釣
り
客
が
増
加
し
て
夏
の

風
物
詩
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
支

主
な
施
策
の
内
容
（
村
長
施
政
方
針
よ
り
）
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援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

天
誅
組
終
焉
の
地
と
し
て
志
士
達
を
慰
霊
・
顕
彰

す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新

年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
村
に
お
い
て
講
演
会
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
若
き
命
を
散
ら
し
た
志
士
た
ち
の
慰
霊
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
志
士
の

慰
霊
と
顕
彰
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
次

の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
と
と
と
も
に
、
引
き

続
き
津
野
町
、
梼
原
町
、
刈
谷
市
な
ど
ゆ
か
り
の
地

域
や
人
々
と
の
絆
や
交
流
を
一
層
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、「
維
新
の
さ
き
が
け
天
誅
組
」の
存
在
を
高
め
、
東

吉
野
村
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
天

忠
組
ゆ
か
り
の
市
町
村
連
携
協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
新
た
な
企
画

の
も
と
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

本
村
の
動
物
と
し
て
認
定
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ

ミ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
本
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
」と
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
す
る
こ
と
で
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
新

年
度
、
本
村
で
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
捕
獲
さ
れ
て

１
２
０
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
記
念
企
画
展
等

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、産
学
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
施
策
提
案
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
、「
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
切
り
口
に
人
が
集
ま
る
仕
組
み
づ

く
り
・
関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
す
」事
業
に
つ
き
ま

し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

吉
野
郡
８
ヶ
町
村（
吉
野
町
・
下
市
町
・
黒
滝
村
・

天
川
村
・
下
北
山
村
・
上
北
山
村
・
川
上
村
・
東
吉
野
村
）

で
連
携
し
て
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組
み「
森
に
育
ま

れ
、
森
を
育
ん
だ
人
々
の
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
～
美
林

連
な
る
造
林
発
祥
の
地
吉
野
～
」が
、
平
成
28
年
に
文

化
庁
の
実
施
す
る
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
、
令

和
４
年
度
に
認
定
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

村
の
歴
史
文
化
の
魅
力
や
林
業
文
化
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
世
代
を
超
え
た
元
気
力
や
文
化
力

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る「
東
吉
野

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、
文
化
展
覧
会
、
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
農
林
産
物
品
評
会
、
文
化
発

表
会
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
堺
市
、
刈

谷
市
や
松
阪
市
の
コ
ー
ナ
ー
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
の
も
と
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
村
内

外
か
ら
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
新
年
度

に
つ
き
ま
し
て
も
、
内
容
を
充
実
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

観
光
地
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
は
、
第
８
回
目
を
迎
え
、
東
の
滝
、
夢
淵
そ
し

て
丹
生
川
上
神
社
周
辺
に
お
い
て
、
飲
食
ブ
ー
ス

な
ど
を
設
け
て
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
約
４
，

０
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
る
な
ど
大
変
好

評
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
に
お
い
て
も
内
容
を

さ
ら
に
充
実
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
役

場
若
手
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
、
準
備
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト「
Ｆ
Ａ
Ｍ
」に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た
な

発
想
の
も
と
実
施
し
、
多
く
の
方
に
村
の
自
然
の
魅

力
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
に
よ
っ
て
、
関

西
に
は
世
界
中
か
ら
人
が
集
ま
り
、
国
内
に
お
い
て

大
き
な
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、
景
気
の
上
昇
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
奈
良
県
と
市
町
村

と
で
設
置
い
た
し
ま
し
た「
大
阪
・
関
西
万
博
奈
良
県

実
行
委
員
会
」に
お
い
て
、
万
博
を
契
機
と
し
た
県
内

へ
の
観
光
誘
客
、
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
か
ら
三
重
県
伊
勢
へ
続
く
エ
リ
ア
に

お
い
て
、
東
奈
良（
宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
・
山

添
村
・
東
吉
野
村
）と
三
重
県
名
張
市
の
６
市
村
が
広

域
連
携
で
設
立
い
た
し
ま
し
た
、「
東
奈
良
名
張
ツ
ー

リ
ズ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」に
お
い
て
も
、
大
阪
・
関

西
万
博
を
契
機
と
し
た
観
光
誘
客
及
び
コ
ロ
ナ
収
束

に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
事
業

の
推
進
を
図
り
、
村
へ
の
周
遊
に
繋
げ
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

本
村
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
等
、

本
村
の
持
つ
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
村

の
活
性
化
、
村
へ
の
入
り
込
み
客
や
交
流
人
口
、
関

係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
３
）企
業
・
大
学
と
の
連
携
・
交
流

　

小
川
の
ま
ち
の
再
生
の
実
現
に
向
け
、
平
成
29
年

３
月
に
締
結
し
ま
し
た
、
奈
良
県
と
の
包
括
協
定
に

基
づ
き
、
当
該
地
区
の
持
続
的
発
展
及
び
活
性
化
を

図
る
た
め
、
事
業
推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
奈
良
女
子
大
学
と
も
協
働
連
携
協
定

を
締
結
し
、
様
々
な
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

三
尾
地
区
に
あ
る
旧
四
郷
小
学
校
で
の
活
動
も
、

四
郷
地
域
の
賑
わ
い
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
奈
良
国
立
大
学
機
構（
奈
良

女
子
大
学
）と
地
域
と
が
連
携
し
て
運
営
い
た
だ
い
て

い
る「
ひ
よ
し
カ
レ
ッ
ジ
四
郷（
ひ
よ
カ
レ
）」に
お
い

て
活
発
な
活
動
を
展
開
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
、
産
学
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
施
策
提
案
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
、

「
旧
四
郷
小
を
拠
点
と
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
こ
ど
も
た
ち
と
つ
く
る
未
来
の
エ
リ
ア
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

林
業
の
公
益
的
機
能
に
着
目
し
た
林
業
振
興
の
一

環
と
し
て
、
友
好
都
市
堺
市
の
協
力
を
得
て
、
コ
ス

モ
石
油
株
式
会
社
堺
製
油
所
が
村
有
林
等
で
展
開
し

て
い
る
里
山
保
全
活
動
、
い
わ
ゆ
る「
コ
ス
モ
の
森
づ

く
り
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
２
回
の
間
伐
作
業

や
薪
づ
く
り
作
業
等
林
業
体
験
活
動
を
引
き
続
き
実

施
し
、
都
市
住
民
の
方
の
林
業
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

産
学
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や「
い
こ
か
ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭（
ま
ち
ゅ
）り
」で
は
、

地
域
住
民
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
企
業
が
連
携
し
て
自
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発
的
に
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
活
動
が
起
こ
り
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
り
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
学
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
団
体
と
の
継
続
的
な
連
携
交
流
な
ど
、
地
域
づ
く

り
を
支
え
る
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

2  

夢
と
希
望
の
叶
う
村
づ
く
り

（
１
）林
業
の
振
興

　

令
和
５
年
の
木
材
自
給
率
は
４
３
．
０
％
と
な
り
、

前
年
に
比
べ
て
２
．
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

国
産
材
需
要
へ
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
木
材
価
格
は
低
迷
を
続
け
林
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本

村
に
お
き
ま
し
て
は
、
林
業
基
盤
に
力
を
入
れ
る
べ

く
吉
野
中
央
森
林
組
合
と
連
携
し
て
、
美
し
い
森
林

整
備
事
業
や
施
業
放
置
林
整
備
事
業
に
相
当
量
の
事

業
費
を
投
入
し
、
作
業
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
国
・

県
の
助
成
に
加
え
て
村
単
独
の
上
乗
せ
助
成
を
実
施

し
て
、
順
次
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
村
林

業
振
興
に
と
っ
て
不
可
欠
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
出
材
へ

の
支
援
方
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
機
会
あ

る
ご
と
に
国
・
県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
、
令
和
６
年
度
に
は
、
県
に
お
い
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

搬
出
に
係
る
標
準
単
価
が
適
用
さ
れ
、
村
の
林
業
の

活
性
化
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
か
ら「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、

国
民
全
て
が
森
林
を
保
全
し
て
い
く
と
い
う
考
え
の

も
と
森
林
環
境
税
制
度
を
導
入
し
新
た
な
森
林
経
営

管
理
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
、
山
間
部
へ
の
配
分
を
手
厚
く
す

る
よ
う
配
分
基
準
が
見
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
村
に
割
り
当
て
ら
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い

道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
森
林
所
有
者
意
向
調

査
を
進
め
つ
つ
、
地
上
権
設
定
調
査
及
び
森
林
境
界

明
確
化
事
業
、
そ
し
て
森
林
整
備
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
業
放
置
林

整
備
事
業
、
村
産
木
材
製
品
等
の
Ｐ
Ｒ
等
、
将
来
の

林
業
振
興
を
見
据
え
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
で
は
、
持
続
可
能
な
林
業
、
木
材
産
業
を
実
現

す
る
た
め「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」に

お
い
て
、
ス
イ
ス
の
森
林
環
境
管
理
制
度
を
参
考
に

人
材
の
養
成
を
し
て
お
り
、令
和
５
年
度
よ
り
県
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
１
期
生
１
名
が
本
村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な

森
林
経
営
、
管
理
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
具
体
的
な

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

東
吉
野
材
の
流
通
拡
大
を
図
る
た
め
、
創
業
者
が

村
出
身
で
あ
る
西
垣
林
業
株
式
会
社
が
桜
井
市
内
の

浜
で「
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
」を
開
催
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
東
吉
野
材
の
往
年
の
活
況
を
少
し
で
も
取

り
戻
す
励
み
と
な
れ
ば
と
、
引
き
続
き
、
出
荷
者
の

出
材
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
連
携
、
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

（
２
）農
林
水
産
商
工
業
の
活
性
化

　
「
小
さ
な
道
の
駅　

ひ
よ
し
の
さ
と
」の
整
備
を
契

機
と
し
て
、
本
村
の
農
業
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
促
進
し
、
農
業
経
営
の
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
農
業
指
導
講
座
や
農
業
資
器
材
購
入
等
へ
の

助
成
制
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
村
民
の
皆
様
の
農

作
物
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
で
の
消
費
喚
起
を
促
進
す
る
た
め
商
工
会
の

協
力
の
も
と
実
施
し
て
お
り
ま
す
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
に
好

評
で
い
ち
早
く
完
売
し
、
村
内
の
消
費
喚
起
を
促
し

一
定
の
経
済
効
果
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
発
行
額
を
増
や
し
て
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
作
物
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
駆
除
対
策
と

し
て
捕
獲
檻
や
捕
獲
用
罠
を
村
内
各
地
に
設
置
し
、

村
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
毎
年
相
当
数
の
鹿
等
の
捕

獲
実
績
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

防
除
対
策
と
し
て
村
単
独
で
の
有
害
獣
防
止
施
設
設

置
助
成
制
度
に
よ
り
防
護
柵
設
置
の
支
援
を
行
い
村

民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
制
度
の
運
用
を
続
け
な
が
ら
村
猟

友
会
の
協
力
の
も
と
有
害
獣
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
３
）農
林
水
産
商
工
業
の
あ
ら
た
な
展
開

　

村
の
特
産
品
の
加
工
・
販
売
を
核
と
し
て
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の

乗
り
入
れ
場
と
い
っ
た
、
多
目
的
な
機
能
を
併
せ
持

つ
新
た
な
施
設「
小
さ
な
道
の
駅　

ひ
よ
し
の
さ
と
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
７
年
余
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。「
ひ
よ
し
の
さ
と
加
工
セ
ン
タ
ー
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
味
噌
、
よ
も
ぎ
関
連
商
品
等
に
加
え
柚
子
を

使
っ
た
新
商
品
や
ふ
る
さ
と
の
味
で
あ
る
朴
の
葉
寿

司
、
さ
ら
に
は
首
都
圏
向
け
の
新
商
品
の
開
発
等
特

産
品
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
特
産
品
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の「
農

山
漁
村
振
興
交
付
金（
山
村
活
性
化
対
策
事
業
）」を
活

用
し
、
５
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
商
品
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。「
ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
産
品
や
日
常
生
活
用
品
を
品
揃
え
し
た

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
村
内
で
生
産
さ
れ
る
農

林
産
物
の
直
売
所
、
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
観
光

案
内
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
を
有
す
る
施
設
で
あ
り
、

焼
き
た
て
パ
ン
や
軽
食
も
人
気
を
集
め
、
村
内
外
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
ら
施
設
の
管
理
運
営
は
、「
有
限
会
社
小
さ
な
道
の

駅
ひ
よ
し
の
さ
と
」に
委
ね
て
お
り
、
相
当
数
の
村

民
の
雇
用
も
実
現
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
雇
用
創
出
の
場
づ
く
り
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
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図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
の
特
産
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
堺
市

の
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
丘
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
杉
風

舎
、
ま
た
Ｊ
Ａ
の
ま
ほ
ろ
ば
キ
ッ
チ
ン
を
は
じ
め
と

し
た
各
店
舗
で
の
販
売
、
堺
市
、
刈
谷
市
、
松
阪
市
、

あ
る
い
は
東
京
都
、
名
古
屋
市
等
各
地
域
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
販
路
拡
大
に
努
め
、
村
の

農
林
産
物
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
関
係
団
体
や
有
志
の
方
で
構
成
す
る「
山
の
学

校
協
議
会
」活
動
と
し
て
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
薪
づ

く
り
ツ
ア
ー
や
炭
づ
く
り
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
山
に
親
し
み
、
木
を
活
用
し
た
活
動

と
し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
４
）新
し
い
働
き
方
、
新
し
い「
し
ご
と
」づ
く
り

　

働
き
方
改
革
が
注
目
さ
れ
る
な
か
、
多
様
な
働
き

方
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
企
業
が
遠
隔
拠
点

を
持
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
関
心
を
示
し
て
お

り
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
人
々
が
集
う
魅

力
的
な
暮
ら
し
や
す
い
村
を
つ
く
る
た
め
、
村
に
寄

贈
い
た
だ
い
た
空
き
家
や
、
村
が
購
入
し
た
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
小
川
地
区
に
お
い
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
（
３
社
分
）の
改
修
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
４
月
に
は
、
英
国
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
が
新
た
に
入

所
さ
れ
、
兵
庫
県
の
企
業
と
で
２
社
分
を
活
用
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
１
社
分
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
企
業
等
の
誘

致
に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
人
材
や
企
業
を
呼
び

込
み
、
新
し
い
仕
事
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

3  

学
び
あ
い
育
て
あ
う
村
づ
く
り

（
１
）子
育
て
環
境
の
充
実

　

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
高
校
生
ま
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
全
額

助
成
、
大
学
、
専
門
学
校
生
や
高
校
生
の
通
学
バ
ス

定
期
代
の
８
割
助
成
、
小
学
生
の
遠
足
費
用
の
全
額

助
成
、
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
用
の
半
額
助
成
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第
３
期
東
吉
野

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
沿
っ
て
子
育

て
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
結
婚
、

子
育
て
を
希
望
す
る
若
者
が
安
心
し
て
結
婚
、
妊
娠

か
ら
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
と
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
国
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
出

産
・
子
育
て
応
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相
談
に

応
じ
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
に
つ
な
ぐ
伴

走
型
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
と
を
一
体
的
に
実
施

し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
育
児
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
助
産
師
等
に
よ
る
産
後
の

体
調
管
理
と
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
産
後
ケ
ア
事

業
」の
実
施
、
産
婦
健
康
診
査
費
用
の
助
成
対
象
の
拡

充
、
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
に
対
す
る
経
済
的

負
担
を
よ
り
一
層
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊
治
療
に
要

す
る
経
費
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）学
び
の
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
は
村
の
宝
で
あ
り
、
村
の
次
代
を
担

う
貴
重
な
人
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
の
振
興
に

引
き
続
き
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と
し
、
首
長
と
教
育

委
員
で
構
成
す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
策
定
し

た
、
本
村
の
教
育
、
学
術
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る

総
合
施
策
で
あ
る「
東
吉
野
村
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、

教
育
委
員
会
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
教
育
内
容

の
充
実
や
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
守
る
体
制
の
構

築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
人
一
人
の
主
体

性
を
生
か
し
、
歴
史
文
化
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
環
境
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
夢
と
希

望
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
、確
か
な
学
力
・
体
力
・

豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
教
育
目
標
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
児

童
･
生
徒
は
学
力
は
も
と
よ
り
、
体
力
、
学
習
意
欲
、

規
範
意
識
に
お
い
て
県
下
有
数
の
成
績
を
維
持
し
て

お
り
、
小
規
模
校
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
、
こ

ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
連
携
教
育
に
も
力
を

入
れ
な
が
ら
、
本
村
の
優
れ
た
教
育
実
践
を
今
後
と

も
継
続
し
て
い
く
た
め
、
村
と
し
て
教
育
活
動
を
最

大
限
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
実

施
す
る
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
度
よ
り

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新

年
度
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
更
新

時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

小
中
学
校
に
配
備
す
る
と
と
も
に
、
校
内
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
か
か
る
環
境
整

備
も
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
積
極
的
な
活
用
や
、

中
学
生
の
英
語
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
文
部
科
学

省
が
後
援
し
て
い
る
英
語
検
定
を
受
験
す
る
た
め
の

検
定
料
の
助
成
制
度
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
向
け
た
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

給
食
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
理
・
配
食
業
務

の
民
間
委
託
を
導
入
し
て
お
り
、
事
業
者
に
よ
り
円

滑
に
業
務
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
献
立

の
作
成
は
村
教
育
委
員
会
の
栄
養
教
諭
の
も
と
メ

ニ
ュ
ー
内
容
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
地
産
地
消
を
取

り
入
れ
た
安
全
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
に
伴
い
給
食

食
材
も
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
負

担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
栄
養
バ
ラ

ン
ス
や
量
を
保
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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（
３
）生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
文
化
の
振
興

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
村
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
に
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
種
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
高
齢
者
学
級
、

女
性
研
修
、
各
種
生
き
が
い
講
座
等
を
実
施
し
て
お

り
、
活
動
の
成
果
は
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
文

化
展
覧
会
に
出
展
し
意
欲
的
な
学
習
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
村
民
が
文
化
・
芸

術
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
一
助
と
し
て
の
文
化
鑑
賞

会
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
ほ
か
、
村
民
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
ヨ
ガ
教
室
、軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
清
流
ウ
ォ
ー
ク
等
も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
村
の
文
化
遺
産
や
伝
統
文
化

の
継
承
と
発
信
を
行
い
、
地
域
文
化
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

（
４
）人
権
尊
重
と
共
に
支
え
あ
う
社
会
の
推
進

　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
人
権
を

尊
重
し
合
い
、
誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し

て
生
き
て
い
け
る
人
権
尊
重
の
村
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
等
に
お
い
て
、
人
権
教
育
や
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
教
育
を
推
進
し
、
理
解
を
深
め
他
人
を
思

い
や
る
こ
こ
ろ
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
人
権
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

年
齢
や
障
害
、
性
別
等
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
地
域
で
生
活
や

活
躍
が
で
き
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

4  

生
涯
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り

（
１
）健
康
づ
く
り
と
保
健
・
医
療
提
供
体
制
の
充
実

　

村
民
の
皆
様
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
村
の
福
祉
政
策
の
目
標

と
考
え
、
村
政
の
大
き
な
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
元
気
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

健
康
寿
命
を
出
来
る
だ
け
延
ば
し
、
80
歳
を
超
え
て

い
る
平
均
寿
命
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
40
歳
以
上
の
住
民
を

対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対

象
者
を
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
も
対
象
に
加
え
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
、
村
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
審
議
を
経
て
、
令
和
８
年
度
か
ら
の「
東

吉
野
村
第
３
次
健
康
増
進
計
画
」を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

疾
病
予
防
感
染
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
昨

年
10
月
よ
り
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た

定
期
接
種
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
感
染
症
予

防
対
策
と
し
て
、
日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
、

肺
炎
球
菌
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
定
期

接
種
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
、
50
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
帯
状
疱
疹
の
発
症
及
び
重
症
化
予
防

に
効
果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
し
、
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
勧
奨
の
再
開

に
合
わ
せ
て
、
小
学
校
６
年
～
高
校
１
年
相
当
の
女

子
を
対
象
に
定
期
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
女
性
で
対
象
年
齢
の
間
に
接
種
を
逃
し
た
方
に
対

し
て
も
接
種
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者

へ
の
丁
寧
な
周
知
、
接
種
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
県
単
一

化
が
行
わ
れ
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
国
や
県
、
他

市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
国
民
健
康
保

険
制
度
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
制
度

化
に
あ
た
り
、
県
全
体
で
保
険
税
負
担
を
公
平
に
支

え
あ
う
た
め
県
下
統
一
的
な
保
険
税
の
標
準
税
率
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
、
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
な
が
ら
税
率
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
令
和
６
年
度

よ
り
、
設
定
さ
れ
た
県
下
統
一
的
な
保
険
税
水
準
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
新
年
度
、
35
歳
以
上

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
受
け
る
人
間
ド
ッ
ク

に
対
し
て
、
受
診
費
用
の
一
部
助
成
制
度
を
創
設
し
、

特
定
健
診
等
の
受
診
率
向
上
及
び
疾
病
全
般
の
予
防
、

早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
歯
科
啓
発
の
取
り
組
み
を
充
実
し
、

口
腔
・
歯
の
健
康
維
持
及
び
増
進
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

医
療
体
制
の
整
備
と
し
て
、
県
南
和
地
域
に
断
ら

な
い
救
急
病
院
を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

本
村
も
経
営
に
参
画
し
て
い
る
南
和
広
域
医
療
企
業

団
が
運
営
す
る
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、

屋
上
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
常
駐
し
、
一
定
の
救
急
搬

送
や
外
来
･
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
、
お
お
む
ね
順

調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
吉
野
病
院
、

五
條
病
院
に
つ
い
て
も
外
来
機
能
を
持
つ
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
と
し
て
稼
働
し
て
お
り
、
今
後
と
も
村
民

の
皆
様
に
救
急
医
療
や
総
合
医
療
体
制
の
提
供
に
よ

る
安
定
し
た
医
療
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
増
設
に
伴
い
南
和

地
区
の
40
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に「
シ
ン
プ
ル
脳

ド
ッ
ク
」健
診
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
、
脳
の
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
２
）高
齢
者
の
福
祉
の
向
上

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
し
て
全
域
で
実
施

し
て
お
り
ま
す「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
区
長
、
民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
協
力
の
も
と

東
吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
で
も
外
に
出
か

広 報 ひ がしよし の令和７年４月１日
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け
人
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
認
知
症
予

防
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
参
加
者
の
輪

を
広
げ
高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
一
助
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高

齢
者
の
歩
く
能
力
や
筋
力
が
低
下
す
る
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

百
歳
体
操
の
普
及
・
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
様
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
が
連
携
し
て
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域

で
支
え
る
拠
点
と
し
て
、村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、
看
護
師
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
と
い
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
る「
世
代
交
流
カ
フ
ェ
」も
、
老
若
男
女

の
交
流
の
場
あ
る
い
は
気
軽
に
話
せ
て
相
談
で
き
、

生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
見
出
す
場
と
し
て
、
各
大

字
の
垣
根
を
越
え
て
合
同
で
開
催
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
へ
の
見
守
り
・
声
か
け
訪
問
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
東
吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
機
会

の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
な
ら
コ
ー
プ
の
地
域
支
援

活
動
と
連
携
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
買
物
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
高
齢
者
等
を
支
援
す
る
事
業
も
試
行

で
実
施
し
て
お
り
、
高
齢
者
も
介
護
者
も
生
き
が
い

を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度

を
初
年
度
と
す
る
３
カ
年
の「
第
９
期
介
護
保
険
事

業
」に
基
づ
き
、
介
護
が
必
要
な
人
に
的
確
に
介
護
事

業
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
に
も
一

層
力
を
入
れ
円
滑
な
制
度
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
紙
お
む
つ
支
給
に
つ
き
ま
し
て

は
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
無
償
で
支
給
し
、
課
税

世
帯
の
方
に
も
村
単
独
で
半
額
助
成
制
度
を
導
入
し

て
お
り
新
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域

連
合
組
織
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

の
医
療
・
健
診
・
介
護
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
、

地
域
に
お
け
る
健
康
課
題
を
分
析
し
、
個
別
の
状
況

に
応
じ
た
保
健
指
導
や
生
活
機
能
向
上
に
向
け
た
支

援
を
行
う「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一

体
的
実
施
事
業
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
の
向
上

　

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
６
カ
年
の「
東
吉
野

村
第
３
期
障
害
者
基
本
計
画
」、
令
和
６
年
度
を
初
年

度
と
す
る
３
カ
年
の「
東
吉
野
村
第
７
期
障
害
福
祉
計

画
」及
び「
東
吉
野
村
第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画
」に
基

づ
き
、
国
の
障
害
福
祉
施
策
に
も
呼
応
し
な
が
ら
、

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
や
、
総
合
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、
交
流
活
動

な
ど
の
支
援
者
と
し
て
、
日
常
会
話
程
度
の
表
現
技

術
を
習
得
し
た
手
話
奉
仕
員
の
養
成
を
引
き
続
き
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
各
々
の
個
性
が
尊
重

さ
れ
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
が
互
い
に
、
優
し
さ
と
配
慮
を
も
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
東
吉
野
村
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

（
４
）交
通
利
便
性
の
維
持
向
上

　

公
共
交
通
の
確
保
と
し
て
全
て
の
大
字
ま
で
運
行

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ふ
る
さ
と
号
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
定
期
車
両
を
３
台
配
置
し
、
通
院
、

通
学
、
通
勤
、
買
い
物
等
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
き
一
定
の
定
着
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
村
を
運
行
主
体
と
す

る「
市
町
村
運
営
有
償
運
送
事
業
」に
よ
り
運
行
し
て

お
り
、
引
き
続
き
、
利
便
性
や
安
全
面
に
十
分
配
慮

し
て
住
民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
生
活
手
段
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
、
バ
ス
車
両
１
台
に
つ
き
ま
し
て
更

新
時
期
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
同
様
、
ふ
る
さ
と
東

吉
野
応
援
基
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
計
画
的
に

更
新
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
村
外
で
働
く
通
勤
者

の
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
村
営
榛
原
駐
車
場
の
運

営
を
行
い
ま
す
。

（
５
）地
域
活
動
の
促
進

　

人
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
動

は
減
少
し
、
地
域
の
中
で
村
民
同
士
が
触
れ
合
う
機

会
は
激
減
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
認
知
機
能
の
低
下

や
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
状
態
）の
進
行
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
地
域
資
源
の
把
握
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘
・
サ
ー
ビ

ス
開
発
等
を
行
う「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置
し
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
ぬ
く
も
り
協
議
体
）の
構
築
や
住
民
主
体
の
地
域

活
動（
い
ち
た
つ
マ
ル
シ
ェ
）を
通
し
て
住
民
の
社
会

参
加
を
促
進
し
ま
す
。

5  

環
境
に
や
さ
し
く
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

（
１
）生
活
を
支
え
る
道
路
の
整
備

　

村
道
の
維
持
補
修
工
事
や
舗
装
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
大
字
の
必
要
箇
所
に
つ
い
て
順
次
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
本
村
の
基
幹
的
道
路
で
あ
る

主
要
県
道
の
改
良
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
に
お

い
て
毎
年
計
画
的
に
順
次
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、引
き
続
き
改
良
整
備
、砂
防
対
策
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
治
山
対
策
等
の
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
国
、
県
へ
強

力
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
の
台
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
麦
谷
地

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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区
の
深
層
崩
壊
現
場
の
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被

災
規
模
が
甚
大
で
あ
り
、
県
に
お
い
て
堰
堤
工
事
に

引
き
続
い
て
被
災
現
場
に
通
じ
る
村
道
復
旧
工
事
を

実
施
し
、
現
在
、
大
規
模
崩
壊
地
対
策（
治
山
工
事
）

に
つ
き
ま
し
て
令
和
５
年
度
よ
り
着
工
し
令
和
11
年

度
の
完
成
を
目
指
し
、
着
々
と
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
被
災
現
場
上
流

部
に
お
い
て
、
砂
防
堰
堤
２
基
の
新
設
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
新
年
度
、
仮
設
工
事
用
道
路
設
置
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
地
元
住
民
の
皆
様
の

不
安
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
村
と
し
て
も
最
大
限
の

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
道
橋
の
耐
久
性
を
補
強
す
る
た
め
の
橋
梁
長
寿

命
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
年
周
期
の
点
検
作

業
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
必
要
性
・
緊
急
性
の
高
い
村
道
橋
の

補
修
工
事
施
工
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

計
画
に
沿
っ
て
補
修
工
事
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
籍
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ま
で
で
木
津

川
地
区
、
小
地
区
、
小
川
地
区
及
び
小
栗
栖
地
区
の

調
査
に
つ
い
て
は
終
了
し
て
お
り
、
新
年
度
は
引
き

続
き
中
黒
地
区
の
図
面
作
成
及
び
現
地
調
査
と
伊
豆

尾
地
区
に
も
着
手
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）情
報
通
信
技
術
の
活
用

　

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

民
の
日
常
生
活
手
段
あ
る
い
は
事
故
や
災
害
と
い
っ

た
非
常
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
就
任
以
来
の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
か
ら
移
動
通

信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
、
全

て
の
大
字
の
日
常
生
活
エ
リ
ア
に
お
い
て
の
携
帯
電

話
の
使
用
が
実
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一

方
、
同
一
事
業
者
に
つ
い
て
残
っ
て
い
る
一
地
域
の

不
感
地
帯
解
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
と
し
て
も
同

一
事
業
者
で
の
全
村
エ
リ
ア
化
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

住
民
の
半
数
以
上
を
占
め
、
一
人
暮
ら
し
二
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
な

か
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
生
活
環

境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
人

暮
ら
し
の
方
を
対
象
と
し
た
緊
急
通
報
装
置
設
置
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
家
庭
を
対
象
に
、
全
村
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
24

時
間
体
制
の
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
、
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
さ
ら
に

シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画
」の

方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
の
利
便
性
向

上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
計

画
の
中
で
重
点
的
な
取
組
事
項
と
さ
れ
て
い
る
、
自

治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
つ
き
ま
し
て
、
新

年
度
、
運
用
開
始
を
目
指
し
円
滑
か
つ
適
切
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
鍵
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
そ
の
普
及
・
利
用
の
推
進
が
、
国
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
12
月
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
を
基
本
と
す

る
仕
組
み
に
移
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
な
ど
、
利
便
性
を
高

め
る
取
り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
国
の
動
向
や
制
度
内
容
を
、
よ
り
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
率
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
法
改
正

に
伴
う「
戸
籍
の
氏
名
へ
の
振
り
仮
名
記
載
」に
つ
き

ま
し
て
、
届
出
の
受
付
等
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）�自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着

目
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
小
・
中
学
校
等
公
共
施
設
に
設
置
す
る
と
と
も

に
、
各
家
庭
に
も
普
及
す
る
た
め
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
助
成
制
度
を
運
用
し
て
お
り
、
引
き
続
き
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
木
を
活
か
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
し
、
薪
づ
く
り
を
通
じ
た

間
伐
材
の
有
効
活
用
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
ふ
る
さ

と
村
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
村
民

か
ら
薪
の
買
い
上
げ
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
家

庭
で
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
図
る
た
め
村
単
独
の

購
入
費
用
助
成
制
度
を
導
入
し
多
く
の
方
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

水
力
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
つ

き
ま
し
て
も
、
村
民
有
志
の
方
等
が
参
画
し
た
民
間

事
業
所
に
よ
る
小
水
力
発
電
所
が
稼
働
し
運
営
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
官
民
あ
い
ま
っ
て
環
境
に
や
さ

し
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
コ
ス
モ
の
森
づ
く
り
事
業
」を
引
き
続
き
実

施
し
、
都
市
住
民
の
方
の
林
業
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

　

都
市
部
に
お
け
る
国
産
材
活
用
と
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
・
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
に
、
東
京
都
港

区
が
主
宰
し
て
い
る「
森
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」に
本
村
も
会
員
と
し
て
参
加
し
事
業
に
協
力
し
て

い
る
ほ
か
、
全
国
28
市
町
村
が
参
画
す
る「
全
国
源
流

の
郷
協
議
会
」に
加
入
し
、源
流
地
域
へ
の
国
土
保
全
、

環
境
保
全
、
林
業
振
興
等
特
別
な
施
策
を
国
に
提
言

す
る
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
有
数
の

東
吉
野
の
森
林
と
林
業
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
様
々
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
林
業
再
生
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

（
４
）美
し
い
景
観
の
維
持
と
循
環
型
社
会
の
推
進

　

ゴ
ミ
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
く
ら
広
域
環
境

衛
生
組
合「
さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
共
同

処
理
を
し
て
お
り
、
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
に
努
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め
引
き
続
き
住
民
の
ゴ
ミ
の
受
け
入
れ
に
万
全
を
期

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
引
き
続
き「
吉
野
広
域
行
政

組
合
」に
お
い
て
、
ゴ
ミ
処
理
最
終
処
分
場
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
自
ら
処
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
減
量
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

環
境
施
策
の
一
環
と
し
て
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

な
く
し
、
河
川
を
は
じ
め
と
し
た
本
村
の
美
し
い
自

然
環
境
を
守
る
た
め「
環
境
美
化
推
進
員
制
度
」を
運

用
し
、
現
在
、
10
大
字
で
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
の
啓

発
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
住

民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

節
度
と
マ
ナ
ー
を
持
っ
て
本
村
の
貴
重
な
自
然
を
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
高
見
山
周
辺
や
村
内
の

不
法
投
棄
監
視
重
点
箇
所
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
不
法
投
棄
の
監
視
に
努
め
る
と
と
も
に
、
令
和
２

年
４
月
に
、
本
村
の
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
、
公
共
の
場
所
等
に
お
け
る
マ
ナ
ー

の
向
上
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た「
東
吉
野
村

環
境
保
全
等
マ
ナ
ー
向
上
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

県
と
も
連
携
し
て
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
、
全
て
の
村

民
が
健
康
か
つ
快
適
な
生
活
を
営
み
、
自
然
と
文
化

の
調
和
し
た
清
潔
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

（
５
）生
活
環
境
の
維
持
・
向
上

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度

よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
、
経
営
状
況
を
的
確

に
把
握
し
将
来
の
経
営
計
画
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

整
理
し
た
資
産
の
情
報
を
活
用
し
、
水
道
管
及
び
施

設
の
老
朽
化
対
策
や
更
新
を
計
画
的
に
進
め
、
今
後

も
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、

日
々
の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
、
良
質

で
安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
尿
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
宇
陀
衛
生
一
部
事

務
組
合
」に
加
入
し
、
安
定
的
に
処
理
が
な
さ
れ
て
お

り
、
村
内
家
庭
の
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
き
ま

し
て
も
、
村
が
誇
る
清
流
を
守
り
、
河
川
の
浄
化
を

進
め
る
趣
旨
か
ら
も
、
村
単
独
に
よ
る
上
乗
せ
助
成

や
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
単
独
浄
化
槽
を
合
併
浄

化
槽
に
切
り
替
え
る
場
合
の
撤
去
費
用
の
助
成
、
単

独
浄
化
槽
又
は
く
み
取
り
槽
か
ら
の
転
換
に
伴
い
必

要
と
な
る
宅
内
配
管
工
事
に
要
す
る
費
用
及
び
く
み

取
り
槽
の
撤
去
費
用
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

（
６
）防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

　

令
和
６
年
度
も
幸
い
に
も
本
村
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
自
然
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
能

登
半
島
地
震
に
続
き
、
奥
能
登
豪
雨
災
害
が
発
生
す

る
な
ど
、
災
害
対
応
力
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
年
度
、
新
た
に
各
大
字
の

避
難
所
に
つ
き
ま
し
て
、
傷
病
者
搬
送
用
の
担
架
、

非
常
用
簡
易
ト
イ
レ
、
保
存
水（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）と

い
っ
た
緊
急
物
資
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
既
に
各

大
字
の
避
難
所
を
中
心
に
非
常
用
電
源
確
保
の
た
め

ポ
ー
タ
ブ
ル
型
非
常
用
発
電
機
と
投
光
機
を
配
置
し

て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
大
字
集
会
所（
避
難
所
）の

停
電
時
に
お
い
て
室
内
照
明
や
暖
房
機
器
等
の
必
要

電
力
を
賄
え
る
非
常
用
電
源
の
拡
充
を
図
る
自
治
会

に
対
し
、
非
常
用
発
電
機
設
置
費
用
の
一
部
助
成
を

新
た
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
災

害
備
蓄
品
の
拡
充
等
、
避
難
所
運
営
の
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
各
区
や
消
防
団
の
協
力
の
も
と
全
村

的
な
避
難
訓
練
や
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
等
を
実
施

し
、
災
害
へ
の
対
応
を
怠
り
な
く
続
け
て
い
き
ま
す
。

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
す
る
備
え

を
整
え
る
こ
と
が
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
上

で
必
要
不
可
欠
、
重
要
で
あ
り
、
日
々
の
防
災
、
減

災
の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
肝
心
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
、
電
話
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど
の

特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
特
殊
詐
欺
対
策
等
電
話
機
器
購
入
者
に
対
し

て
購
入
代
金
の
一
部
助
成
を
導
入
し
て
お
り
、
特
殊

詐
欺
に
よ
る
被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
村
内
に
お
い
て
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の

盗
難
や
空
き
家
侵
入
事
件
が
相
次
い
で
お
り
、
令
和

６
年
度
に
お
い
て
、
村
内
の
主
要
３
箇
所
に
４
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
関
係
機
関
と
連
携
し
て
警
戒

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
、
４
箇
所
５
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
追
加
設
置
し
盗
難
防
止
対
策
の
拡
充

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
基
本
事
項
を
定
め
た「
東

吉
野
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」に
よ
る
、
支
援
の

た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
犯

罪
被
害
者
等
の
受
け
た
被
害
の
早
期
回
復
及
び
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
を
支
え
る
地
域

社
会
の
形
成
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
ま

す
。

　

地
震
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
や
家
屋
の
耐

震
化
を
進
め
る
た
め
、
村
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基

づ
き
既
存
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
た

め
の
助
成
制
度
や
、
耐
震
診
断
に
基
づ
き
実
施
す
る

耐
震
改
修
事
業
へ
の
助
成
制
度
を
続
け
、
令
和
７
年

度
か
ら
５
ヵ
年
の
村
耐
震
改
修
促
進
計
画（
改
訂
）を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
と
し

て
、
地
域
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
民
家
周
辺
の

危
険
木
伐
採
に
要
す
る
経
費
の
助
成
制
度
も
、
毎
年

各
区
で
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
道
路
周
辺
の
危
険
木
の
伐
採
に
つ
き

ま
し
て
も
、
区
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
よ
る
消
防
や
救
急
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
が
さ
ら
に
的
確
に

消
防
活
動
や
救
急
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
と
の
連
携
の
も
と
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

村
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
要
の
ひ
と
つ
は
地
域

の
消
防
団
で
あ
り
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
村
消
防
団
の

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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迅
速
な
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
、
地
元
住
民
の
皆
様

に
よ
る
初
期
消
火
活
動
が
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
初
期
消
火
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
、
消
火
栓
や
ホ
ー
ス
の
消
防
設
備

の
整
備
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
、
消
防
団
員
の
火
災
や
訓
練
・
警
戒
・
行

事
等
の
出
動
報
酬
の
増
額
改
定
を
行
い
、
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
と
消
防
団
員
の
士
気
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

6  

み
ん
な
で
取
り
組
む
協
働
の
村
づ
く
り

（
１
）協
働
の
村
づ
く
り
の
推
進

　

小
川
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
拠
点「
か
め

や
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
拠
点
活
用
は
も
と
よ
り
地
区

住
民
の
憩
い
の
場
・
交
流
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ

い
て
お
り
、
同
時
に
併
設
し
た
飲
食
店
の
創
業
を
支

援
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
も
継
続
的
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
空
き
家
を
改
修
整
備
し
た「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
小

川
」も
継
続
的
に
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
当

該
地
区
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
懸
案

で
あ
り
、
令
和
６
年
度
に
駐
車
場
整
備
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
も
引
き
続
き
、

寄
贈
い
た
だ
い
た
空
き
家
の
解
体
整
理
を
実
施
し
、

駐
車
場
と
し
て
整
備
を
進
め
周
辺
地
域
の
利
便
性
の

向
上
及
び
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）�集
落
の
枠
組
み
を
超
え
て
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り

　

地
域
の
暮
ら
し
は
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
の
見
守

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

地
域
に
住
む
方
々
の
支
え
合
い
で
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
意
識
の
変
化

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
仕
組
み
は
過
渡

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、
住
民
同
士
が
助
け
合
う
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
３
）効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進
し
、
村
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
手
続
の
簡
素
化

や
事
務
改
善
な
ど
事
務
の
効
率
化
に
向
け
た
仕
事
見

直
し
な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
４
）広
域
行
政
の
推
進

　

本
村
の
広
域
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
消
防
・
救

急
医
療
や
福
祉
を
は
じ
め
、
ご
み
、
し
尿
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
広
域
行
政

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
、
奥
大
和
移
住
・

定
住
連
携
協
議
会
に
よ
る
移
住
・
定
住
促
進
の
取
り

組
み
や
、
宇
陀
市
、
名
張
市
と
の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
道
の
駅
つ
な
が
り
で
宇
陀
市
、
松
阪
市
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

7  

財
源
の
確
保

　

本
村
に
と
っ
て
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
納
税
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
導
入
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

か
ら
の
振
り
込
み
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
滞
納
整
理
に
つ
き
ま

し
て
も
、
専
任
職
員
を
配
置
し
戸
別
訪
問
、
差
押
え

処
分
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
等
の
取
り
組
み
を
実

施
し
徴
収
率
も
大
幅
に
改
善
し
て
お
り
、
引
き
続
き

徴
収
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
東
吉
野
村
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い

を
実
現
す
る
方
策
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
、
多
く
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き「
ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援

基
金
」と
し
て
大
切
に
保
管
、運
用
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
ふ
る
さ
と
号
の
購
入
資
金
の
一
部
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、令
和
５
年
度
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
寄
附

者
へ
本
村
や
本
村
特
産
品
の
魅
力
を
細
や
か
に
情
報

発
信
し
寄
附
金
を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
、
新
年

度
に
お
い
て
も
、
村
内
事
業
者
の
参
加
を
募
り
、
本

村
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
、
多

く
の
皆
様
に
本
村
を
応
援
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

8  

村
職
員
の
人
材
育
成

　

村
民
の
皆
様
の
信
頼
や
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
る

よ
う
県
と
の
人
事
交
流
制
度
の
活
用
や
、
各
種
研
修

機
会
へ
の
参
画
に
よ
り
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
努

め
て
お
り
、
人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
職

員
一
人
一
人
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
組
織

の
活
性
化
を
図
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
9  

行
財
政
改
革
の
推
進

　

将
来
に
亘
っ
て
も
依
然
と
し
て
国
・
地
方
共
々
財

政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
、
中
長

期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
持
続
可
能
な
村
政
運
営
を

進
め
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
、
常
に
施
策
内
容
を

吟
味
し
創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
経
費
削
減
に
努
め
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
も
、
東
吉
野
村
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
資

源
と
歴
史
文
化
遺
産
を
育
み
な
が
ら
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
村
民
の

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

広 報 ひ がしよし の令和７年４月１日
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地方譲与税 109,821
諸収入 42,661
地方消費税交付金 39,146
使用料及び手数料 14,700
寄附金 4,870
財産収入 4,116
環境性能割交付金 3,727
株式等譲渡所得割交付金 1,746
法人事業税交付金 1,393
分担金及び負担金 1,237
配当割交付金 1,102
利子割交付金 93
地方特例交付金 30
    合    計 224,642（8.1%）

議会費 42,861
商工費 21,499
予備費 10,000
災害復旧費 2,500
諸支出金 48
上記合計 76,908（2.8%）

民生費
423,652（15.3%）

地方交付税
1,230,000
（44.4%）

総務費
817,440
（29.5%）

繰越金
533,705
（19.3%）

村税
127,212（4.6%）

県支出金
161,278（5.8%）

消防費145,091（5.2%）

農林水産業費 
320,949（11.6%）公債費

287,651（10.4%）

教育費
260,673（9.4%）

土木費207,415（7.5%）

27億6,979万3千円 27億6,979万3千円

衛生費
230,014（8.3%）

繰入金
110,205（4.0%）

国庫支出金
233,551（8.4%）

村債
149,200（5.4%）

主
な
用
語
の
説
明

●
地
方
交
付
税

　

国
税
で
あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
財
源
と

し
て
国
か
ら
村
の
人
口
な
ど
が
基
礎
に
な
っ

て
地
方
へ
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
補
助
金

等
と
は
異
な
り
そ
の
使
途
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

●
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金

　

教
育
や
建
設
、
災
害
な
ど
の
ほ
か
、
国
の

事
業
・
事
務
を
村
で
す
る
と
き
に
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
使
い
道
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

●
県
支
出
金

　

県
か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の
や
県
の
補
助
要

綱
等
に
見
合
っ
た
も
の
で
村
が
行
う
事
業
・

事
務
に
対
し
て
そ
の
一
部
を
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

●
村
債

　

簡
易
水
道
や
道
路
の
整
備
、
建
設
の
事
業

等
を
行
う
と
き
に
村
が
資
金
確
保
の
た
め
に

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
借
金

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
借
金
が
一
般
の
企
業

や
家
庭
と
同
じ
で
、
予
算
に
し
め
る
割
合
が

多
い
と
今
後
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な

り
、
思
う
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

●
村
税

　

村
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
繰
入
金

　

一
般
会
計
、特
別
会
計
及
び
基
金
の
間
で
相

互
に
資
金
を
運
用
す
る
も
の
で
、他
の
会
計
・

基
金
か
ら
そ
の
会
計
へ
資
金
が
移
さ
れ
ま
す
。

●
地
方
譲
与
税

　

国
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
を
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
お
金
で
、
あ

る
程
度
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
諸
収
入

　

村
の
預
金
利
子
や
ご
み
証
紙
の
販
売
代
金

等
雑
入
で
す
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金

　

消
費
税
で
集
め
ら
れ
た
お
金
を
、
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

　

み
な
さ
ん
が
村
の
施
設
を
使
用
す
る
と
き

や
、
印
鑑
証
明
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
等
の

交
付
を
受
け
る
と
き
に
支
払
う
お
金
で
す
。

●
寄
附
金

　

住
民
や
団
体
等
か
ら
い
た
だ
く
寄
附
金
で

す
。

●
財
産
収
入

　

村
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物
の
貸
付
収
入

や
積
立
金
の
預
金
利
子
、
村
有
財
産
の
売
却

な
ど
の
収
入
で
一
般
財
源
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
環
境
性
能
割
交
付
金

　

み
な
さ
ん
が
自
動
車
の
購
入
時
に
納
め
ら

れ
た
お
金
で
、
村
内
の
道
路
の
延
長
や
面
積

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
道
路
関
係

の
予
算
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　

株
式
等
譲
渡
所
得
割
収
入
額
に
一
定
の
率

を
乗
じ
て
得
た
額
の
一
部
が
個
人
県
民
税
額

に
応
じ
て
県
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
法
人
事
業
税
交
付
金

　

一
部
制
度
改
正
に
よ
り
法
人
税
割
減
収
と

な
る
た
め
法
人
の
事
業
税
の
一
部
が
県
か
ら

配
布
さ
れ
ま
す
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

村
が
行
う
事
業
な
ど
で
受
益
者
に
事
業
費

の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

●
配
当
割
交
付
金

　

配
当
割
収
入
額
に
一
定
の
率
を
乗
じ
て
得

た
額
の
一
部
が
個
人
県
民
税
額
に
応
じ
て
県

か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
利
子
割
交
付
金

　

貯
金
の
利
子
に
か
か
る
税
金
を
市
町
村
に

配
分
さ
れ
る
お
金
で
、
一
般
財
源
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

●
地
方
特
例
交
付
金

　

税
制
改
正
に
よ
る
減
税
に
伴
う
地
方
税
の

減
収
額
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
、
税
務
、
戸
籍
、

統
計
、
選
挙
な
ど
村
の
総
括
的
な
事
務
に
使

う
お
金
で
す
。

●
民
生
費

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
医
療
へ
の
助
成
な

ど
に
使
う
お
金
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費

　

木
材
の
販
路
拡
大
や
特
産
品
の
開
発
等
の

た
め
に
使
う
お
金
で
す
。

●
公
債
費

　

村
債
返
済
の
た
め
に
支
払
う
お
金
で
す
。

●
教
育
費

　

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
運
営
や
文
化

財
保
存
、
体
育
施
設
の
管
理
、
生
涯
学
習
の

場
の
提
供
等
、
教
育
関
係
に
使
う
お
金
で
す
。

●
衛
生
費

　

予
防
接
種
や
各
種
検
診
等
の
保
健
関
係
と
、

ゴ
ミ
処
理
等
の
衛
生
関
係
に
使
う
お
金
で
す
。

●
土
木
費

　

道
路
・
河
川
等
の
整
備
や
維
持
に
使
う
お

金
で
す
。

　
●
消
防
費

　

消
防
・
緊
急
活
動
の
経
費
の
ほ
か
、
消
防

設
備
の
維
持
管
理
等
に
使
う
お
金
で
す
。  

●
議
会
費

　

議
会
運
営
の
た
め
に
使
う
お
金
で
す
。

●
商
工
費

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業
等
に
使
う
お

金
で
す
。
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令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
行
政

経
費
の
削
減
合
理
化
に
努
め
つ
つ
、若
者
定
住
・
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
、
産
業
振
興
・
雇
用
と
い
っ
た
主
要
施
策
へ
の

資
源
投
資
を
積
極
的
に
図
り
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

議　

会　

関　

係

◇
議
員
報
酬	

１
８
２
７
万
６
千
円

◇
議
員
政
務
活
動
費
交
付
金

	

８
４
万
円

総　

務　

関　

係

◇�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
一
括
代
行
業
務

委
託
料	

　
　

１
５
０
万
円

◇�

吉
野
広
域
行
政
組
合
総
務
費
負
担
金

	

１
４
２
６
万
４
千
円

◇�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
保
守
委
託
料

	

９
１
９
万
円

◇�

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応

委
託
料	

３
４
２
９
万
８
千
円

◇
地
方
創
生
推
進
事
業
補
助
金

	

１
３
９
万
８
千
円

◇�

村
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

	

３
４
０
万
円

◇�

駐
車
場
整
備
事
業
経
費

	

９
４
０
万
円

◇�

空
き
家
活
用
調
査
委
託
料

	

１
０
０
万
円

◇�

特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器
購
入
補

助
金	

２
０
万
円

◇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
経
費

	

２
５
７
万
３
千
円

◇�

交
通
安
全
対
策
経
費

	

８
２
万
１
千
円

◇�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

	

２
８
万
円

◇�

薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

	

７
５
万
円

◇�

地
籍
調
査
経
費

	

４
２
１
０
万
３
千
円

◇�
榛
原
駐
車
場
管
理
委
託
料

	

５
０
５
万
４
千
円

◇�

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

	

６
０
０
万
円

◇�

大
学
生
等
通
学
時
バ
ス
利
用
補
助
金

	
４
５
５
万
６
千
円

◇�

固
定
資
産
標
準
地
鑑
定
評
価
委
託
料

	

１
７
１
万
３
千
円

◇�

戸
籍
標
準
化
対
応
導
入
業
務
委
託
料

	

１
５
１
２
万
３
千
円

◇�

振
り
仮
名
市
町
村
長
記
録
対
応
業
務

委
託
料	

３
０
５
万
５
千
円

◇�

吉
野
広
域
行
政
組
合
戸
籍
電
算
負
担

金	

５
１
２
万
３
千
円

◇�

参
議
院
議
員
選
挙
経
費

	

９
３
７
万
１
千
円

◇�

国
勢
調
査
経
費	

２
１
１
万
円

◇�

ふ
る
さ
と
村
指
定
管
理
料

	

１
３
５
９
万
６
千
円

◇�

や
は
た
温
泉
指
定
管
理
料

	

７
８
３
万
２
千
円

◇�

た
か
す
み
の
里
指
定
管
理
料

	

１
５
５
７
万
２
千
円

◇�

空
調
設
備
改
修
工
事
経
費

	

３
０
９
９
万
９
千
円

民　

生　

関　

係

◇�

村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

	

４
２
６
万
６
千
円

◇�

村
民
生
委
員
活
動
費
助
成
金

	

１
４
７
万
円

◇�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
繰

出
金	

１
３
６
８
万
２
千
円

◇�

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
事
業
経

費	

１
８
３
万
６
千
円

◇�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
受
信
業
務
委
託

料	

７
９
万
２
千
円

◇�

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
金

	

３
７
５
万
９
千
円

◇�

さ
く
ら
苑
運
営
費
負
担
金

	

１
９
１
６
万
７
千
円

◇�
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費

	

８
２
５
万
６
千
円

◇�

重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助
成

	

１
０
９
万
４
千
円

◇�

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

	
８
０
８
０
万
２
千
円

◇�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
０
８
５
万
８
千
円

◇�

障
害
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

	

１
７
５
万
１
千
円

◇�

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

	

１
１
６
７
万
７
千
円

◇�

地
域
生
活
支
援
事
業　

	

１
５
７
万
２
千
円

◇�

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

	

９
１
２
７
万
８
千
円

◇�

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

	

２
４
万
７
千
円

◇�

未
熟
児
・
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
等

医
療
費
助
成	

１
９
８
万
１
千
円

◇�

産
後
ケ
ア
委
託
料	

５
２
万
１
千
円

◇�

妊
婦
支
援
給
付
金	

４
５
万
円

◇�

児
童
手
当
費	

１
２
５
１
万
円

◇�

人
権
啓
発
費	

７
６
万
１
千
円

衛　

生　

関　

係

◇�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
負
担
金

	

２
０
３
９
万
円�

◇�

各
種
健
診
委
託
料

	

４
２
０
万
９
千
円

◇�

予
防
接
種
委
託
料

	

５
１
１
万
８
千
円

◇�

健
康
増
進
計
画
委
託
料

	

２
４
２
万
８
千
円

◇�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

	

１
０
７
万
５
千
円
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◇�
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
金

	

１
０
０
万
８
千
円

◇�
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
金

	

４
４
０
万
円

◇�

不
妊
治
療
費
用
助
成
金	

７
５
万
円

◇�

公
衆
便
所
、
道
路
公
園
、
句
碑
等
清

掃
賃
金	
２
８
４
万
４
千
円

◇�

環
境
啓
発
推
進
員
設
置
事
業
経
費

	
９
６
万
円

◇�

吉
野
斎
場
運
営
管
理
等
経
費　

	

１
３
２
万
９
千
円

◇�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金

	

４
４
６
万
５
千
円

◇�

簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金

	

６
０
６
１
万
円

◇�

簡
易
水
道
事
業
会
計
出
資
金

	

２
１
８
８
万
３
千
円

◇�

ゴ
ミ
収
集
委
託
料　

	

３
２
７
５
万
円

◇�

村
内
ご
み
特
別
収
集
委
託
料

	

８
万
８
千
円

◇�

生
ご
み
処
理
機
器
等
購
入
助
成
金

	

１
５
万
９
千
円

◇�

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

	

１
９
６
４
万
５
千
円

◇�

宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

	

１
０
５
３
万
９
千
円

農　

林　

業　

関　

係

◇�

農
業
委
員
会
経
費

	

２
０
０
万
６
千
円

◇�

有
害
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助
金

	

２
４
０
万
円

◇�

有
害
獣
駆
除
報
償　

	

３
３
５
万
円

◇�

施
業
放
置
林
整
備
事
業
委
託
料

	

２
５
２
７
万
円

◇�

東
吉
野
村
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

委
託
料	

６
８
９
万
２
千
円

◇
森
林
境
界
明
確
化
事
業
委
託
料

	

６
２
万
円

◇�

混
交
林
誘
導
整
備
事
業
委
託
料

	

３
９
９
万
５
千
円

◇�

林
業
事
業
体
体
質
強
化
対
策
事
業
補

助
金	

４
２
０
万
円

◇�

村
産
材
生
産
促
進
事
業
補
助
金

	

５
２
５
万
円

◇�

森
林
作
業
道
整
備
事
業
補
助
金

	

３
７
９
万
円

◇�
住
民
安
全
確
保
対
策
事
業
補
助
金

	

２
５
０
万
円

◇�

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付

金	

４
８
２
４
万
円

◇�

小
さ
な
道
の
駅
運
営
管
理
委
託
料

	

３
６
０
０
万
円

◇�

ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
維
持
管
理
委
託
料
	

２
６
万
４
千
円

商　

工　

関　

係

◇�

小
規
模
商
工
業
指
導
事
業
・
不
況
特

別
対
策
事
業
補
助
金	

２
２
４
万
円

◇�

地
域
特
産
品
等
販
路
拡
大
支
援
事
業

補
助
金	

７
６
万
円

◇�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業

補
助
金	

３
９
５
万
円

◇�

観
光
力
向
上
事
業
補
助
金

	

４
９
０
万
円

◇�

種
苗
鮎
放
流
事
業
補
助
金

	

１
０
０
万
円

◇�

種
苗
鮎
放
流
事
業
特
別
災
害
支
援
補

助
金	

１
０
０
万
円

土　

木　

関　

係

◇�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

	

１
５
万
円

◇�

耐
震
改
修
促
進
計
画
改
定
業
務
委
託

料	

２
０
０
万
円

◇�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
補
助

金	

５
０
万
円

◇�

雪
寒
対
策
業
務
委
託
料

	

８
５
４
万
７
千
円

◇�

村
道
草
刈
委
託
料

	

１
１
５
万
２
千
円

◇�

村
道
危
険
立
木
伐
採
委
託
料

	

１
０
０
万
円

◇�

道
路
維
持
補
修
工
事
経
費

	

１
９
５
０
万
円

◇�

生
活
道
路
等
整
備
事
業
補
助
金

	

２
０
万
円

◇�

橋
梁
点
検
業
務
委
託
料

	

４
８
５
０
万
円

◇�

災
害
防
除
工
事
測
量
設
計
業
務
委
託

料	

１
０
５
０
万
円

◇�

道
路
改
良
工
事	

３
０
５
０
万
円

◇�
舗
装
改
良
工
事	

１
５
０
０
万
円

◇�
災
害
防
除
工
事	

１
５
５
０
万
円

消　

防　

関　

係

◇�

県
広
域
消
防
組
合
負
担
金

	

１
億
１
７
５
万
６
千
円

◇�

団
員
出
動
報
酬	

３
７
０
万
円

◇�

県
防
災
行
政
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
衛

星
回
線
等
再
整
備
負
担
金

	

１
１
５
３
万
５
千
円

◇
避
難
所
自
家
発
電
機
設
置
補
助
金	

	

７
０
万
円

教　

育　

関　

係

◇�

学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
４
６
４
万
７
千
円

◇�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行
委
託
料

	

２
７
２
０
万
６
千
円

◇�

宝
蔵
寺
し
だ
れ
桜
再
生
事
業
委
託
料

	

８
８
万
４
千
円

◇�

文
化
財
保
存
補
助
金

	

１
８
万
５
千
円

◇�

高
齢
者
学
級
・
女
性
研
修
・
い
き
が

い
講
座
・
文
化
展
覧
会
等
経
費

	

１
２
４
万
６
千
円

◇�

人
権
教
育
費	

２
０
０
万
３
千
円

そ　

の　

他

◇�

公
債
費

　

・
償
還
元
金

	

２
億
７
９
６
３
万
６
千
円

　

・
償
還
利
子	

８
０
１
万
５
千
円

◇�

予
備
費	

１
０
０
０
万
円
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予
算
額
は
２
９
１
０
万
３
千
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
６
４
万
５
千
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
委
託
に
伴
う
学
校
給
食
調
理
配
送

業
務
委
託
経
費
の
ほ
か
、学
校
給
食
施
設
・

設
備
の
維
持
管
理
経
費
等
の
経
常
的
経
費

が
主
な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

園
児
・
児
童
・
生
徒
に
係
る
給
食
費
を
引

き
続
き
半
額
負
担
と
し
ま
す
。

　

予
算
額
は
２
億
１
２
７
５
万
７
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
て
４
４
９
０
万
３
千
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
と
し
て
は
保
険
税
を
３
４
３
８
万

５
千
円
見
込
ん
で
お
り
、
県
支
出
金
で

１
億
５
２
２
１
万
５
千
円
、
繰
入
金
１
５

１
８
万
２
千
円
と
繰
越
金
そ
の
他
で
１
０

９
７
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
諸
費
に

１
億
２
４
７
１
万
３
千
円
、
一
般
被
保
険

者
高
額
療
養
費
２
３
４
６
万
１
千
円
、
出

産
育
児
諸
費
２
５
０
万
２
千
円
、
葬
祭
費

４
１
８
９
万
８
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

本
村
に
お
け
る
65
才
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、
８
８
３
人
で
高
齢
者
比
率
は

約
５
９
．
５
８
％
と
高
く
、
現
在
の
介

護
認
定
者
が
２
２
４
人
（
認
定
率
２
５
．

０
８
％
）
で
す
。
う
ち
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
人
が
の
べ
１
８
９
人
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

予
算
額
は
５
８
２
７
万
１
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
４
５
７
万
７
千
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
広
域
連
合
の
算
定
の
結
果
に

基
づ
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
し

て
３
５
０
５
万
８
千
円
、
一
般
会
計
繰
入

金
２
０
８
５
万
８
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
５
４
５
３
万
４
千
円
、
保
険
事
業

費
２
９
０
万
７
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
収
入
事
業
費
用
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
７
３
３
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま

30
万
円
、
県
単
位
化
に
伴
う
国
民
健
康
保

険
事
業
費
納
付
金
４
７
５
９
万
９
千
円
、

保
健
事
業
費
４
５
８
万
９
千
円
が
主
な
も

の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
礎

と
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
予
算
額
は

４
億
９
５
９
１
万
４
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
１
３
９
７
万
８
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
介
護
保
険
料
５
９
６
３
万
３

千
円
、
国
県
支
出
金
で
２
億
２
７
３
９
万

７
千
円
、
支
払
基
金
交
付
金
１
億
２
８
０

４
万
３
千
円
、
繰
入
金
８
０
８
０
万
２
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
億
６
１
０
万
２
千
円
、
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
６
９
２
０
万
５
千
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
２
億
６
８
８

万
３
千
円
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
１
０
０
３
万
９
千
円
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
１
３
６
１
万
２
千
円
、

審
査
支
払
手
数
料
３
０
万
７
千
円
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
１
５
８
７
万
５
千

円
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費

特
別
会
計
と
は
、
村
が
特
定
の
事
業
の
支
出
に
充
て
る

た
め
に
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
と
は
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

す
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
資
本
的
収
入
５
１
９
０
万
９
千
円
、

資
本
的
支
出
１
億
４
８
４
万
４
千
円
で
、

不
足
す
る
額
５
２
９
３
万
５
千
円
は
企
業

債
２
７
０
万
円
、
当
年
度
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
２
６
３
万
円
、
当
年
度
損
益

勘
定
留
保
資
金
４
７
６
０
万
５
千
円
で
補

て
ん
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き

ま
し
て
、
収
入
は
給
水
料
３
５
８
８
万
５

千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
一
般
会
計
補
助

金
６
０
６
１
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

支
出
は
、
村
内
14
施
設
の
維
持
管
理
経

費
１
億
３
８
３
３
万
６
千
円
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
４
４
２
万
１
千
円
が
主
な

も
の
で
す
。

　

次
に
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま

し
て
、
収
入
は
主
に
簡
易
水
道
事
業
債
２

６
８
０
万
円
、
国
庫
補
助
金
３
２
２
万
６

千
円
で
す
。

　

支
出
は
ろ
過
弁
更
新
工
事
９
６
８
万

円
、
大
字
大
豆
生
、
村
道
向
出
線
改
良

事
業
に
伴
う
水
道
管
の
移
設
事
業
経
費

１
５
４
２
万
２
千
円
、
企
業
債
元
金
償
還

金
７
２
６
８
万
２
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計

令
和
７
年
度　

簡
易
水
道
事
業
会
計
主
要
事
業
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卒業生答辞

保護者と一緒に記念撮影

みんなでお見送り

保護者と一緒に記念撮影

　

３
月
14
日
、
第
52
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
山
㟢
校
長
よ

り
、
６
名
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
山
㟢
校
長
に
よ
る
式
辞
、
橋
本
教
育
長
に
よ
る
告
辞
、
水
本
村
長
、
大
丸

村
議
会
議
長
に
よ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
答
辞
で
は
、
代
表
の
坊
井
奏
汰
さ
ん
が
在
校
生
や
先
生
、
保
護
者

へ
お
礼
を
伝
え
、
今
ま
で
共
に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
や
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
の
後
、
教
室
で
最
後
の
Ｈ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
正
副
担
任
の
先
生
か
ら
卒
業
生

に
餞
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

に
お
礼
を
伝
え
、
同
級
生
や
後
輩
、
先
生
方
と
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
、
見
送
ら
れ

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
へ
向
か
っ
て
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
第
10
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
３
名
の
園

児
が
卒
園
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
方
や
保
護
者
、
先
生
、
そ
し
て
在
園
児
の

み
ん
な
か
ら
見
守
ら
れ
る
中
、
橋
本
園
長
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
橋
本
園
長
や
松
久
保
教
育
委
員
、
水
本
村
長
、
大
丸
村
議
会
議
長
、
川

口
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
エ
ー
ル
を
も
ら
い
、
卒
園
児
、
在
園

児
が
お
互
い
に
お
別
れ
の
歌
と
こ
と
ば
を
贈
り
合
い
ま
し
た
。

　

卒
園
児
た
ち
は
凜
々
し
い
表
情
で
式
に
臨
み
、
返
事
や
退
場
を
す
る
時
も
年
長
組

ら
し
い
立
派
で
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
園
式
終
了
後
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
お
礼
を
し
、
在
園
児
や

先
生
方
に
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
、
元
気
一
杯
に
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
52
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
10
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式

炭
焼
き
体
験

第
20
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
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別れの言葉

みんなで見送り

炭焼きの説明

炭の切り分け

　

３
月
19
日
、
第
20
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
城
之
内
校
長

よ
り
、
２
名
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
城
之
内
校
長
の
式
辞
、
教
育
長
の
告
辞
の
後
、
水
本
村
長
、
大
丸
村
議

会
議
長
、
植
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
、
在
校
生
か
ら
卒
業
生
に
対
し
、
小
学
校
で
過
ご
し
た
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
感
謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
は
６
年

間
の
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
在
校
生
全
員
が
卒
業
生
を

感
動
の
中
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
東
吉
野
小
学
校
３
・
４
年
生
の
児
童
が
、
大
字
大
豆
生
の「
八
幡
炭
窯
」

で
、
火
入
れ
を
し
た
窯
か
ら
、
出
来
上
が
っ
た
炭
を
取
り
出
す
炭
焼
き
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
炭
焼
き
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
薪
割
り
機
で
木
材
を
割
っ
た

り
、
炭
で
焼
き
芋
を
焼
い
て
み
た
り
と
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
で
、
炭
焼
き

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

完
成
し
た
炭
は
み
ん
な
で
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
切
り
分
け
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め

て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

炭
焼
き
体
験
を
通
し
て
地
元
の
木
材
の
良
さ
や
、
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
学

び
、
東
吉
野
村
な
ら
で
は
の
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

炭
焼
き
体
験

第
20
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
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あまごの放流

あまご釣り

岡見知紀氏による講演

天誅踊り披露

　

２
月
27
日
、
村
漁
業
協
同
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
和
歌
山
県
日
高
川
産
の

お
よ
そ
８
０
０
㎏
の
あ
ま
ご
が
放
流
さ
れ
、
３
月
２
日
に
あ
ま
ご
漁
が
解
禁
さ
れ
ま

し
た
。
解
禁
当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
早
朝
よ
り
村
内
外
か
ら
多
く

の
釣
り
人
が
訪
れ
、
寒
い
中
ア
タ
リ
を
待
つ
姿
が
村
内
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
鮎
漁
も
解
禁
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
村
内
に
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
月
24
日
、
五
條
市
、
安
堵
町
、
東
吉
野
村
の
三
市
町
村
で
組
織
し
て
い
ま
す
天

忠
組
市
町
村
連
携
協
議
会
が
、
天
忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
受
け
継
が
れ
て
い
く
天
忠

組
」を
天
理
市
に
あ
る
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。�　

　

ま
ず
始
め
に
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
主
任
研
究
員
の
岡
見
知
紀
氏
に
よ

る「
水
戸
藩
と
天
忠
組
」、
小
説
家
で
現
役
大
学
生
の
高
野
知
宙
氏
に
よ
る「
天
誅
組

の
文
学
性
」、
そ
し
て
公
益
財
団
法
人
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
研
究
員
の

吉
田
栄
治
郎
氏
に
よ
る「
天
忠
組
と
北
畠
治
房
」と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
そ
の

後
、
踊
り
手
を
五
條
市
職
員
、
音
頭
を
大
和
の
郷
土
芸
能
実
践
研
究
科
の
小
関
吉
浩

氏
に
よ
る「
天
誅
踊
り
披
露
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、
熱
心
に
講
座
を
聴
き
天
誅
組
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

あ
ま
ご
漁
解
禁

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
ク
ッ
ブ
」

天
忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
出
場

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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プレーの様子

集合写真

集合写真

　

３
月
15
日
、
中
黒
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
、
講
師
に
奈
良
南
高
等
学
校

（
吉
野
学
舎
）勤
務
、
日
本
ク
ッ
ブ
協
会
普
及
指
導
員
久
見
氏
を
迎
え
、
村
主
催
の
軽

ス
ポ
ー
ツ
教
室「
ク
ッ
ブ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ッ
ブ
と
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
が
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の

チ
ー
ム
対
戦
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
（
丸
棒
）を
下
手
投
げ
し
、
相
手

コ
ー
ト
の
的
の
ク
ッ
ブ
（
角
材
）を
倒
し
て
い
き
、「
キ
ン
グ
」を
先
に
倒
し
た
方
が
勝

ち
で
す
。
倒
さ
れ
た
ク
ッ
ブ
は
、
相
手
コ
ー
ト
の
ク
ッ
ブ
と
な
り
、
先
に
倒
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
シ
ン
プ
ル
さ
の
中
に
も
戦
略
性
を
あ
わ
せ
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

　

35
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
ル
ー
ル
な
ど
を
確
認
し
つ
つ
、
チ
ー
ム
で
戦
略
を

立
て
な
が
ら
ク
ッ
ブ
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
橿
原
市
の
橿
原
運
動
公
園
で
奈
良
県
内
の
小
学
生
ら
が
健
脚
を
競
う

第
20
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
は
、
県
内

の
市
町
村
か
ら
約
３
０
０
名
の
児
童
が
参
加
し
、
東
吉
野
村
か
ら
は
東
吉
野
小
学
校

５
・
６
年
生
の
７
名
が
、
駅
伝
レ
ー
ス
と
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
走
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
た
す

き
を
つ
な
い
で
完
走
を
目
指
し
、
仲
間
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
強
い
走
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
コ
ー
ス
を
力
強
く
駆
け
抜
け
た
児
童
た
ち
は
達
成
感
と
爽
快
感
溢

れ
る
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
ク
ッ
ブ
」

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
出
場
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

４４
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

　

お
子
さ
ん
の
体
重
測
定
な
ど
も

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

４
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

※�

開
催
は
毎
月
第
３
水
曜
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
（
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

対　

象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、

妊
婦

内　

容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護

者
同
士
の
交
流

持
ち
物　

飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
４
月
14

日
（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み

に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら

ま
す
。
予
診
票
は
そ
の
ま
ま
ご
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
予
防
接
種
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
５
月
以
降
に
個
別
に

ご
案
内
を
行
う
予
定
で
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助

成
開
始
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

対　

象

　

予
防
接
種
時
点
で
東
吉
野
村
に

住
民
票
が
あ
り
、
今
ま
で
に
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

の
な
い
、
満
50
歳
以
上
の
方
。

助
成
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
（
通
年
）

助
成
費
用

　

接
種
費
用
の
半
額
（
生
活
保
護

受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

助
成
回
数

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
1
回
、
組
換
え

ワ
ク
チ
ン
は
２
回
ま
で
。

方　

法

（
償
還
払
い
）

①�
接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

②�
接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た

必
要
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額

医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守

さ
れ
ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

４
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、４
月
17
日（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１

日
５
名
ま
で
】

お
子
様
の
定
期
予
防
接
種
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度
中
に
接
種
予
定
の

定
期
予
防
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な

い
お
子
様
は
、
４
月
以
降
、
新
た

に
令
和
７
年
度
分
の
依
頼
書
を

持
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
と
、
令

和
７
年
度
分
の
書
類
を
お
渡
し
し

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票

の
写
し
を
添
え
て
、
申
請
書
を

住
民
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

⑤�

接
種
費
用
の
半
額
を
助
成
し
ま

す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
に
対
応
す
る
窓
口
と
し
て
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん

や
乳
幼
児
の
保
護
者
の
不
安
や
悩

み
、
育
児
な
ど
の
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。
お
気
軽
に
住
民
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
５
月
号
広

報
折
込
チ
ラ
シ
に
各
種
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
（
15
歳
未
満
）
の
急
な

病
気
や
け
が
で
受
診
を
迷
っ

た
ら
＃
８
０
０
０

　

子
ど
も
が
夜
間
や
休
日
に
突
然

体
調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
や
急
に

け
が
を
し
て
受
診
を
迷
う
と
き
、

看
護
師
や
医
師
に
無
料
で
電
話
相

談
で
き
る
の
が
「
＃
８
０
０
０
」
こ

ど
も
救
急
電
話
相
談
で
す
。
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
い
と
き
は
奈
良

県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
相
談
ダ
イ

ア
ル
「
＃
７
１
１
９
」
も
開
設
し
て

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談 ４月８日（火）
午後２時～３時 予約必要 奈良県眼科医会

精神科に関する
健康相談

４月１５日（火）
午後１時～２時

予約必要
※受付締切４月８日（火）

奈良県医師会
　整形外科部会

整形外科に関する
健康相談

４月１７日（木）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切４月１６日（水）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

４月２８日（月）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切４月２５日（金）

奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和7年4月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

集
合
健
診
・
子
宮
頸
が
ん

個
別
検
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

村
広
報
５
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
お
申
し
込
み
も
５
月
以
降

と
な
り
ま
す
の
で
、
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
村
広
報
５
月
号
を

ご
確
認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

季
節
の
変
わ
り
目
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う

　

春
は
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で

す
が
、
同
時
に
気
温
の
寒
暖
差
に

よ
り
自
律
神
経
が
乱
れ
、
心
と
体

に
様
々
な
不
調
を
感
じ
や
す
い
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
自
律
神
経
が

乱
れ
る
と
、
め
ま
い
や
頭
痛
、
肩

こ
り
、
胃
腸
の
不
調
、
倦
怠
感
、

不
眠
等
、様
々
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
の
秘
訣
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
睡

眠
時
間
を
確
保
し
よ
う

　

疲
れ
を
と
る
た
め
に
は
十
分
な

睡
眠
時
間
が
必
要
で
す
。
就
寝
の

約
１
時
間
前
に
入
浴
し
、
朝
起
き

た
ら
日
ざ
し
を
浴
び
る
よ
う
に
す

る
と
睡
眠
リ
ズ
ム
が
整
い
や
す
く

な
り
ま
す
。

②�

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付
け

よ
う

　

１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
腸
内

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
免
疫
力
が

強
化
さ
れ
る
の
で
、
発
酵
食
品
や

乳
酸
菌
飲
料
等
を
飲
む
の
も
お
勧

め
で
す
。

③
適
度
な
運
動
を
続
け
よ
う

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
、
軽
く
汗
を
か
く
運
動
を
行
う

こ
と
で
、
疲
労
物
質
が
排
出
さ
れ

ま
す
。

参
考　

日
本
成
人
病
予
防
協
会

高
血
圧
予
防
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス

　

今
年
度
も
高
血
圧
予
防
を
テ
ー

マ
に
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
気
温

の
変
化
に
気
を
付
け
よ
う
」
で
す
。

春
先
の
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
る

自
律
神
経
の
乱
れ
は
、
血
圧
に
も

影
響
し
ま
す
。
外
出
時
に
は
上
着

を
持
ち
歩
き
、
気
温
に
合
わ
せ
て

服
装
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

温
か
い
お
茶
や
ス
ー
プ
を
飲
ん
で

体
を
温
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい

○介護制度に関すること　等々

（秘密は厳守いたします）

　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。

　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。

　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の

相談をお受けするため、東吉野村役場にて専門相談員による窓口を開設しています。

　例えば、

　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』

　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』

　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。

　　日　時　４月１６日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室

　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。

※ 足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記

連絡先にお知らせしていただければ訪問させていただきます。

※ 相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。

　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。

　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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東吉野村認知症講演会を開催しました
　３月１４日に、認知症の人と家族の会　奈良県支部副代表の正楽忠司さん

をお招きし、「当事者の思い、家族の思い。」というテーマでご講演いただき

ました。

　１８名の方がご参加くださり、認知症の人と家族の会の活動内容や、正楽

さん自身の約１０年に及ぶ妻の介護体験等を熱心に聴講されました。

　認知症は、特別なものではなく誰でもなりうるもの。早期診断と早期対応

が重要です。認知症について心配に思っていること、困っていること、ご本

人の話、ご家族の話、近所の人の話など、ご相談をお聞きしています。電話

でのご相談やご自宅にお伺いすることも可能です。お気軽に地域包括支援セ

ンターへご相談ください。

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです

広 報 ひ がしよし の令和７年４月１日
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依頼者

社協

活動会員

よろず承り所
①発注・相談
草刈り
植木の剪定
草ひき等

②活動依頼
受付
作業内容

③日程調整
作業内容確認

④現場説明
実施報告書確認

⑤活動完了報告⑥請求書
領収書

よろず承り所　×　活動会員　×　大募集
☆よろず承り所の料金を下記のとおり改訂いたします

作業料金（単価） 〈改訂前〉 〈改訂後〉

◎草刈り １，３００円 / 時間 １，４００円／時間

◎植木の剪定 １，１００円 / 時間 １，２００円／時間

◎草ひき・庭の掃除 １，０００円 / 時間 １，１００円／時間

別途作業料金の１０％の事務費がかかります。

☆よろず承り所の会員募集
　令和６年度は活動会員が３名で、令和７年度は２名の予定です。
　現状のままでは依頼にお応えできないケースも増えてきています。
　草刈りや植木の剪定などの活動にご興味のある方は、社会福祉協議会までお問い合わせくだ
さい。

お問い合わせ先　　東吉野村社会福祉協議会事務局　担当　伊野
　　　　　　　　　ＴＥＬ　０７４６－４２－０４４１

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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き　×　着物の勉強会　×　初級編
　２月１９日（水）、大字木津川のよしの庵で着物の基礎知識について学ぶ機会を設けました。
　着物に興味のある人を対象に、着物文化にタッチするきっかけを作るために開催したとこ
ろ、若い方を含めて多くの方が参加してくれました。
　着物の説明はいちたつメンバーである中部敦子さんと髙井利子さん、着物を着るモ
デルは市岡慶子さんが担当してくれました。
　

着物のき、基本のき
　①着物の道具について・・・道具の名前や使い方
　②着物と帯の種類について・・・格式や着ていく場所によって何を着るのか
　③着物のたたみ方・・・ 着物をたたむコツ　男性の袴のたたみ方を教えてほしいという要望

があって実践
　④保管の仕方・・・着物を着た後は必ず陰干しする　たとう紙の役割や防虫剤や乾燥剤

　当日は大雪で一面真っ白な寒い日となりましたが、勉強会のあとで、よしの庵さんがそば
茶を用意してくれて、参加者の皆さんとほっこり談笑の時間

広 報 ひ がしよし の令和７年４月１日
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　いよいよ新しい学年での生活がスタートしました。学校給食は、栄養バランスのとれた食事で子
どもたちの健やかな成長を支えるとともに、以下のようなさまざまなことを学ぶ教材となるもので
す。地域でとれる新鮮な食材を取り入れ、安全や衛生に配慮しながら、心を込めておいしい給食作
りに努めてまいります。

　学校給食は単なる食事の時間ではなく、「学校給食法」に基づき実施さ
れる教育活動です。栄養バランスのとれた食事を提供することで、成長
期にある子どもたちの健全な発達を支えることはもちろん、健康によい
食事や食文化、地場産物、食事のマナーなど、さまざまなことを学ぶた
めの時間です。

適切な栄養の摂取
による健康の保持
増進。

食生活が多くの
人々の勤労に支え
られていることを
理解し、感謝する。

　給食では旬の食材を取り入れていますが、骨のある魚、皮付きの果物など、食
べるのにひと手間かかるものは面倒だからと子どもたちから敬遠されがちです。
食べ方がわからない場合もありますので、ご家庭でも食べ方を教えていただけれ
ばと思います。
　また、給食で初めて食べる食品でアレルギー症状が出ることが
あります。献立表を確認いただき、食べたことのない食品がある
場合は、ご家庭で事前に試していただくと安心です。　

自然の恩恵への理
解を深め、生命、
自然を尊重する精
神や環境の保全に
寄与する態度を養
う。

食事について正し
い理解を深め、健
全な食生活を育む
判断力や望ましい
食習慣を養う。

伝統的な食文化を
理解する。

明るい社会性と協
同の精神を養う。

食料の生産、流通
及び消費について、
正しく理解する。

広 報 ひ がしよし の 令和７年４月１日
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７月 奈良女子大学留学生サマープログラムの様子

ア
ト
リ
エ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

ダ
グ
ラ
ス
・
デ
ィ
ア
ス

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
小

の
茶
工
場
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て
活

用
し
て
い
る
ダ
グ
ラ
ス
で
す
。

　

こ
の
ア
ト
リ
エ
「
Ｍ
Ａ(

マ)

」

に
つ
い
て
、
一
年
を
振
り
か
え
る

と
、
様
々
な
出
来
事
が
思
い
返
さ

れ
ま
す
。
特
に
思
い
出
深
い
の
は
、

ア
ト
リ
エ
の
空
間
が
進
化
し
た
事

と
、
芸
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
確
立
で
き
た
事
で
す
。

　

昨
年
は
、
幸
い
に
も
二
つ
の
展

示
会
を
開
催
し
、み
な
さ
ん
に
様
々

な
芸
術
を
ご
紹
介
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
昨
年
の
夏
。

ア
メ
リ
カ
出
身
で
バ
リ
在
住
の
芸

術
家
、
カ
マ
ウ
・
ア
バ
ヨ
ミ
氏
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
彼
は

村
に
滞
在
し
な
が
ら
、
一
ヶ
月
か

け
て
、
絵
画
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ダ
ン
ス
、
ス
ポ
ー
ク
ン
ワ
ー

ド
を
融
合
さ
せ
、
多
彩
な
展
示
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、秋
の
「
東
吉
野
オ
ー

プ
ン
ア
ト
リ
エ
」
に
て
、
芸
術
家

の
坂
本
和
之
氏(

木
津
川)

と
私
の

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
展
示
会
の

間
に
は
、
奈
良
女
子
大
学
特
任
助

教
の
大
谷
円
氏(

小
栗
栖)

の
企
画

に
よ
る
奈
良
女
子
大
学
留
学
生

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、

二
十
三
名
の
国
際
学
生
を
迎
え
ま

し
た
。
ど
ん
な
事
も
対
応
で
き
る

Ｍ
Ａ
の
空
間
を
活
か
し
、
レ
ク

チ
ャ
ー
と
三
時
間
の
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
最
後
に
学
生
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
学
び
の
時
間
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
坂
本
大
祐
氏

(

木
津
川)

が
企
画
し
たLIV

E 
D

ES
IG

N
 S

chool

で
も
学
生
十

名
が
訪
れ
、
私
は
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
指
導
し
、
学
生
た
ち

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
の
試
み
は
展
示
会
や
学
生

へ
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
国
栖
の

和
紙
職
人
の
植 

浩
三
氏
を
招
き
和

紙
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
験
を
提

供
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

こ
の
一
年
を
通
し
て
、
Ｍ
Ａ
に

は
世
界
各
国
か
ら
五
十
名
以
上
の

訪
問
者
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
、

台
湾
。
も
ち
ろ
ん
日
本
各
地
か
ら

も
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
の
空
間
自
体
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
常
設
の
大
き
な
壁

を
設
置
し
、
白
壁
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
作
品
の
展
示
や
そ
れ

以
外
の
空
間
利
用
が
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
天
窓
を
設
置
し
て
、

日
光
で
作
品
を
照
ら
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

も
進
み
、
生
活
空
間
の
骨
組
み
ま

で
完
成
。
ま
だ
生
活
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
部
分

が
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
Ｍ
Ａ
は
非
常
に
忙

し
く
、
多
く
の
変
化
が
あ
っ
た
年

で
し
た
。
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
わ
り
を
深
め
、
常
に
ア
ー

ト
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々

広 報 ひ がしよし の令和７年４月１日
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イ ベ ン ト ・ 行 事 名 内 容 等 担 当

1月 １月初旬 東吉野消防団出初式 村消防団による出初式 総務企画課

2月 ２月
認知症に関する講演会 認知症に関する講演会（住民ホール） 住民福祉課

人権教育学習会 教育委員会と人権教育推進協議会共催によ
る学習会 教育委員会

3月
３月

文化鑑賞会（寄席） 落語家などを招き楽しんでいただく 教育委員会

グラウンド・ゴルフ大会 村体育協会主催グラウンド・ゴルフ大会 教育委員会

薪作り体験ツアー 薪割りイベント 総務企画課

第2回手話教室
聴覚障害者に関する地域住民の理解を深め
るとともに、手話への興味醸成を図る

（対象：村内在住・在勤の方）
住民福祉課

年間
開催

7月、８月 「想像された狼たち展」コラボ
開催 最後のニホンオオカミ１２０年記念企画 総務企画課

4月23日、
7月23日、
11月22日

いちたつマルシェ 村民による村民のための居場所づくり 住民福祉課

６月、９月 いちたつマルシェ移動販売 地域の中に入り込んで居場所づくりを展開
する 住民福祉課

６月６日、
７日、９日 特定健診（集合健診） ６日特定健診（三尾）、７日特定健診（木津）、

９日特定健診（小川） 税務保険課

６月、８月、
10月、12月

高齢者学級
（アクティブシニアスクール）

軽スポーツ、体験学習、管外研修、
人権学習会 教育委員会

５月、12月 軽スポーツ教室 いろんな軽スポーツを体験する 教育委員会

７月、11月 女性研修 体験学習会、管外研修 教育委員会

5月、7月、9月、
11月、2月 俳句教室 俳句を詠む 教育委員会

6月、7月、8月、
9月、10月、
11月

手作り雑貨教室 布などを使い物を作る 教育委員会

5月、6月、9月、
10月、11月 ガーデニング教室 寄せ植えなどを行う 教育委員会

6月、7月、8月、
9月、10月 コーラス教室 みんなで歌を歌い楽しむ 教育委員会

6月、7月、8月、
9月、10月 粘土細工教室 粘土でいろいろな物を作る 教育委員会

5月、6月、7月、
9月、10月 写真教室 写真の撮影などについて学ぶ 教育委員会

5月、6月、7月、
8月、9月、
10月、11月

ヨーガ教室 ヨーガを体験 教育委員会

※内容等は後日変更する場合があります
お問い合わせ先　東吉野村役場（４２–０４４１）　各担当課へ

村民が参加可能な　イベント・行事について村民が参加可能な　イベント・行事について

R8年
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イ ベ ン ト ・ 行 事 名 内 容 等 担 当

5月
5月12日、
19日、26日 着付け教室 ３回受講できる方 住民福祉課

5月24日 トーキャン（仮称） 婚活イベント（ふるさと村《奈良交通》主催） 総務企画課

5月
シニア世代の健康教室 江藤先生による健康寿命を延す為の教室

（住民ホール） 住民福祉課

老人福祉ゲートボール大会 老人福祉並びに高齢者教育の推進を図る
（対象：村内に住所を有する物） 住民福祉課

6月 6月11日 第1回手話教室
聴覚障害者に関する地域住民の理解を深め
るとともに、手話への興味醸成を図る

（対象：村内在住・在勤の方）
住民福祉課

6月19日、
20日、22日 各種がん検診

肺がん検診、結核検診、大腸がん検診、前
立腺がん検診、胃がん検診、胃がんリスク

（ABC）検診、対象者40歳以上の村民（胃が
んリスクは75歳以上）

住民福祉課

6月19日、
20日、22日 特定健診（集合健診） 19日（三尾）、20日（木津）、22日（小川） 税務保険課

6月 レクリエーション大会 村体育協会主催軽スポーツなど 教育委員会

7月 7月11日 差別をなくす村民集会 人権の講演 住民福祉課
７月 天誅組講演会 天誅組関係の講演会 総務企画課

8月
8月16日 いちたつ盆踊り 盆踊り 住民福祉課

８月 グラウンド・ゴルフ大会 村主催グラウンド・ゴルフ大会 教育委員会
人権教育映画会 教育委員会と人権教育推進協議会共催による映画会 教育委員会

9月
9月9日（三尾）
13日（小川）
16日（木津）

婦人科検診
乳がん検診、子宮頸がん検診、
対象者：４０歳以上の村民（子宮頸がんは
２０歳以上）

住民福祉課

９月

天誅組ウォーキング 天誅組さきがけの道ウォーキング 総務企画課
いこか！ふるさとひよし祭り 盆踊り、物販 総務企画課
３Ｂ体操 村体育協会主催３Ｂ体操 教育委員会
資生堂の「化粧療法いきいき美
容教室」 資生堂によるいきいき美容教室（住民ホール） 住民福祉課

在宅医療介護連携推進映画上映
会

明日香に生きる　映画上映会
（午後と夕方２回上映・住民ホール） 住民福祉課

10月
10月1日 高齢者福祉交流会 高齢者の福祉の向上と敬老思想の高揚を図る 住民福祉課
10月11日、12日 梼原町龍馬脱藩マラソン 高知県梼原町で行われるマラソンに参加 教育委員会

10月
東吉野でポタリング 村内を自転車で巡るイベント 地域振興課
刈谷市交流事業 刈谷市を訪問 教育委員会
ゲートボール大会 村体育協会主催ゲートボール大会 教育委員会

11月
11月３日 清流ウォーク 村内をウォーキングする 教育委員会
11月上旬 観光地ライトアップ 東の滝、夢渕、丹生川上神社周辺ライトアップ 地域振興課

11月

東吉野まるごとフェスティバル 文化展覧会、文化発表会、農林産物品評会、
健康フェスティバル

総務企画課
住民福祉課
地域振興課
教育委員会

東吉野オープンアトリエ クリエイターアトリエを公開するイベント 総務企画課
障害者自立支援協議会主催学習
会 障害に関する学習会や講演会などを行う 住民福祉課

紅葉を楽しむ会 村民による村民のための居場所づくり 住民福祉課

村民が参加可能な　イベント・行事について村民が参加可能な　イベント・行事について

R7年
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